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｝
八
　

（
二
〇
八
六
）

権

“禾

自

白

論

（
一
）

坂

原

正

夫

一
、

二
、

三
、

問
題
の
所
在
（
通
説
へ
の
疑
問
）

日
本
の
従
来
の
学
説
（
判
例
）
に
つ
い
て

ー
、
難
本
博
士
・
山
田
博
士
の
積
極
説

2
、
岩
松
氏
・
三
ヶ
月
教
授
の
積
極
説

3
、
中
島
博
士
・
細
野
博
士
の
消
極
説

4
．
現
在
の
通
説
と
有
力
説
の
対
立
に
つ
い
て

付
説
、
わ
が
国
に
お
け
る
自
白
に
関
す
る
規
定

　
　
　
の
沿
革
に
つ
い
て
　
　
（
以
上
本
号
）

西
ド
イ
ッ
に
お
け
る
学
説
の
現
状
と
、
一
、
二

の
学
説
の
紹
介
及
び
検
討

1
、
現
在
の
教
科
書
（
体
系
書
）
、
註
釈
書
の
状

　
　
況
に
つ
い
て

2
、
デ
ム
ラ
ー
の
権
利
自
白
論
（
一
八
九
五
年
）

　
　
に
つ
い
て

3
．
ヴ
ォ
ル
フ
の
認
諾
論
（
一
九
六
九
年
）
に

　
　
つ
い
て
－
－
但
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
拙

　
　
稿
の
書
評
（
法
学
研
究
四
十
三
巻
十
二
号

　
　
九
〇
頁
）
に
譲
り
、
本
稿
で
は
省
略
し
て

　
　
い
る
。

4
、
バ
ウ
ア
の
先
決
的
法
律
関
係
に
つ
い
て
の

　
　
当
事
者
の
合
意
論
（
一
九
六
九
年
）
に
つ

　
　
い
て

付
説
、
ゾ
ウ
ベ
ル
ン
ハ
イ
ム
の
権
利
自
白
に
つ

　
　
　
い
て
の
考
え
力
（
一
九
一
六
年
）
に
つ

　
　
　
い
て



四
、

ま
と
め
並
に
私
見

1
、
紛
争
な
き
と
こ
ろ
裁
判
な
し
の
原
則

2
、
権
利
自
白
に
つ
い
て

　
イ
、
拘
束
力
及
び
そ
の
撤
回
に
つ
い
て

p
、
事
実
自
白
と
の
関
連
そ
の
他
に
つ
い

　
て

ハ
、
ま
と
め

二
、
近
時
の
判
例
概
観

一
、
問
題
の
所
在
（
通
説
へ
の
疑
問
）

「
訴
訟
当
事
者
が
、
訴
訟
上
（
準
備
手
続
や
口
頭
弁
論
手
続
に
お
い
て
）
、
自
己
に
不
利
益
な
法
律
効
果
の
存
否
に
つ
い
て
、
相
手
方
の
主
張
が
正
し

い
旨
、
陳
述
を
し
た
場
合
、
訴
訟
法
上
、
い
か
な
る
効
果
が
生
ず
る
で
あ
ろ
う
か
」
．
こ
れ
が
本
稿
で
論
じ
る
問
題
で
あ
る
．
一
般
に
、
か
よ
う
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
×
2
）

当
事
者
の
行
為
を
権
利
自
白
と
い
う
．
従
つ
て
、
以
下
で
は
、
単
に
「
権
利
自
白
の
効
力
」
の
問
題
と
し
て
、
論
じ
る
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
さ
て
、
こ
の
問
題
に
対
し
て
、
わ
が
国
の
通
説
（
学
説
及
び
判
例
）
は
次
の
よ
う
な
説
明
を
す
る
．
兼
子
一
博
士
の
体
系
書
に
お
い
て
そ
の
説
明

　
　
　
　
　
（
4
）

を
み
て
み
よ
う
。

　
「
自
己
に
不
利
な
権
利
関
係
や
法
律
効
果
の
存
否
を
認
め
る
陳
述
を
、
権
利
自
白
と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
る
が
、
本
来
の
自
白
で
は
な
い
．
請
求
自
体
に
つ
い
て
の
権

　
利
自
白
は
．
請
求
の
放
棄
又
は
認
諾
と
な
る
が
、
前
提
事
項
で
あ
る
場
合
は
（
哩
駈
舗
ポ
嚇
鮪
離
蝦
稽
麺
“
嶺
錆
薬
臨
勧
9
ガ
難
齢
）
、
相
手
方
は
一
応
そ
の
権
利
主
張
を
理

　
由
づ
け
る
必
要
が
な
く
な
る
が
、
確
定
的
に
裁
判
所
の
判
断
を
排
除
す
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
そ
の
共
礎
と
な
る
事
実
が
弁
論
に
現
わ
れ
て
認
定
さ
れ
る
限

　
り
、
裁
判
所
は
こ
れ
に
反
す
る
法
律
判
断
を
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
解
す
る
（
蜷
調
細
抽
亜
蝿
珀
雄
牝
碓
財
協
盛
綻
魏
）
．
但
し
法
律
用
語
で
陳
述
し
て
も
、
そ
れ
が
具

体
的
な
事
実
関
係
の
表
現
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
真
正
の
自
白
と
な
る
（
楠
牌
翫
韻
紳
瀬
獺
鵬
髄
勧
謙
陀
仙
劉
舘
う
）
．
」
（
「
新
修
民
事
訴
訟
法
体
系
増
訂
版
」
二
四
六
頁
）

　
し
か
し
、
こ
の
記
述
は
権
利
自
白
に
ど
う
い
う
効
果
が
生
ず
る
の
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
述
べ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
、
も
う
す
こ
し
、
博
士
の
論
文
の
中
で
、
理
由
、
根
拠
に
つ
い
て
調
べ
て
み
よ
う
。
兼
子
博
士
は
、
こ
の
点
、
「
相
手
方
の
援
用
せ
ざ
る

当
事
者
の
自
己
に
不
利
な
る
陳
述
」
（
法
学
協
会
五
＋
周
年
記
念
論
文
集
所
載
（
昭
和
七
年
）
、
民
事
法
研
究
第
一
巻
所
収
）
と
い
う
論
文
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
、

述
べ
て
い
る
。

　
　
　
権
利
自
白
論
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
　
（
二
〇
八
七
）



　
　
　
権
利
自
白
論
（
嘱
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
　
（
二
〇
八
八
）

　
「
訴
訟
物
た
る
法
律
関
係
の
存
否
の
判
断
の
先
決
問
題
た
る
法
律
関
係
の
存
否
に
関
す
る
当
事
者
の
陳
述
が
自
白
の
対
象
た
り
得
る
か
に
関
し
て
は
学
説
の
分
れ

　
る
所
で
あ
る
が
、
法
規
の
適
用
即
ち
法
律
効
果
の
判
断
は
裁
判
所
の
職
権
調
査
事
項
で
あ
る
か
ら
、
既
に
法
律
要
件
た
る
事
実
が
陳
述
せ
ら
れ
て
い
る
以
上
之
に

　
附
す
る
法
律
効
果
の
み
を
当
事
者
の
一
致
せ
る
陳
述
を
以
て
し
て
も
左
右
し
得
ざ
る
も
の
と
謂
は
ね
ば
な
ら
な
い
．
唯
何
等
理
由
づ
け
ら
れ
て
居
な
い
（
ロ
霧
号

　
器
邑
畳
）
法
律
関
係
の
存
否
を
単
純
に
陳
述
し
た
場
合
に
は
相
手
方
が
之
を
争
は
ざ
る
限
り
、
之
を
理
由
づ
け
る
責
任
（
警
冨
鼠
9
す
盲
。
q
。
・
一
婁
〉
を
免
か
れ
し
む

　
る
の
で
あ
る
が
、
仮
令
相
手
方
之
を
承
認
す
る
も
裁
判
上
の
自
白
と
は
異
り
、
当
事
者
は
何
時
な
り
と
も
自
由
に
其
の
見
解
を
変
更
し
、
或
は
之
に
異
る
法
律
関

　
係
を
理
由
づ
け
得
る
と
解
す
る
を
正
当
と
信
ず
る
。
」
（
民
事
法
研
究
第
一
巻
二
〇
六
頁
～
二
〇
七
頁
．
な
お
注
は
省
略
し
た
）
。

　
し
か
し
、
こ
の
説
明
で
も
、
明
白
な
理
由
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
る
と
は
、
い
い
が
た
い
。
第
一
に
、
何
故
に
、
理
由
づ
け
ら
れ
て
い
な
く
て
、

し
か
も
、
相
手
方
が
争
わ
な
い
場
合
、
法
律
関
係
は
、
そ
の
ま
ま
裁
判
の
基
礎
に
な
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
説
明
が
な
い
の
で
あ
る
。

ま
た
、
法
律
関
係
そ
れ
自
体
に
つ
い
て
、
何
等
の
制
約
も
な
い
の
か
、
ま
た
、
一
度
発
生
し
た
効
果
を
、
何
故
、
裁
判
所
は
簡
単
に
無
視
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
か
、
と
い
つ
た
こ
と
も
何
等
説
明
が
な
い
の
で
あ
る
。
か
よ
う
に
、
博
士
に
代
表
さ
れ
る
、
わ
が
国
の
判
例
・
通
説
と
い
う
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

は
、
一
般
に
、
そ
の
理
論
の
根
拠
を
明
白
に
説
明
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
よ
り
き
め
の
こ
ま
か
い
、
実
質
的
な
検
討
が
必
要
と
さ
れ

る
訳
で
あ
る
。
本
稿
は
、
か
か
る
問
題
意
識
の
下
に
、
従
前
の
わ
が
国
で
の
議
論
を
整
理
し
、
わ
が
国
民
事
訴
訟
法
の
母
法
た
る
ド
イ
ッ
民
事

訴
訟
法
（
以
下
Z
P
O
と
略
す
）
下
に
お
け
る
議
論
を
参
照
し
つ
つ
、
権
利
自
白
の
問
題
に
つ
い
て
、
一
つ
の
見
解
を
述
べ
よ
う
と
し
た
小
論
で
あ

る
。
論
ず
べ
き
点
、
あ
る
い
は
参
照
す
べ
き
論
文
で
、
後
日
に
譲
つ
た
点
は
、
す
く
な
く
は
な
い
．
し
か
し
な
が
ら
、
な
る
べ
く
、
本
稿
そ
れ
自

体
と
し
て
、
一
応
完
結
す
る
よ
う
努
め
て
み
た
。
種
々
な
点
で
の
御
批
判
・
御
教
示
を
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　
な
お
、
本
稿
は
多
く
の
点
で
竹
下
教
授
の
論
稿
に
示
唆
を
受
け
る
と
こ
ろ
が
大
で
あ
つ
た
。
ま
た
、
ド
イ
ッ
の
古
い
デ
ィ
セ
ル
タ
チ
オ
ン
を
み

る
こ
と
が
で
き
た
の
は
法
務
図
書
館
、
特
に
、
考
査
係
長
福
島
小
夜
子
夫
人
の
御
好
意
に
よ
る
と
こ
ろ
で
あ
つ
た
。
さ
ら
に
ま
た
、
ゾ
ウ
ベ
ル
ン

ハ
イ
ム
の
論
文
が
読
め
た
の
も
竹
下
教
授
の
御
好
意
に
よ
り
複
写
し
て
頂
け
た
か
ら
で
あ
る
．
記
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
に
謝
意
を
表
す
る
し
だ

い
で
あ
る
。



　
な
お
、
学
説
を
引
用
す
る
場
合
、
意
味
に
変
更
は
な
い
と
い
う
前
提
の
下
に
、
当
用
漢
字
以
外
の
漢
字
は
大
体
、
そ
れ
に
該
当
す
る
当
用
漢
字
に
な
お
し
て
あ

る
点
、
御
了
承
頂
き
た
い
．
但
し
、
「
拗
」
は
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。
正
確
な
引
用
と
い
う
原
則
か
ら
み
れ
ば
邪
道
か
も
し
れ
な
い
が
、
現
代
的
に
ひ
き
な
お
し

て
引
用
す
る
と
い
う
方
法
も
許
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
だ
と
思
う
．
ま
た
、
原
文
の
誤
字
、
誤
植
は
、
そ
の
ま
ま
と
し
た
。

　
ま
た
、
ド
イ
ッ
語
の
文
献
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
あ
ま
り
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
資
料
的
意
味
を
か
ね
て
多
少
詳
し
く
紹
介
し
た
り
、
訳
出
し
た
り
し
た

が
、
誤
読
、
誤
訳
が
あ
れ
ば
、
御
教
示
頂
け
れ
ば
幸
で
あ
る
．

　
　
　
　
　
　
　
　
二
、
日
本
の
従
来
の
学
説
（
判
例
）
に
つ
い
て

　
権
利
自
白
の
問
題
に
つ
い
て
、
今
日
、
通
説
が
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
前
述
し
た
所
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
当
事
者
に
よ

る
裁
判
所
の
審
判
権
排
除
を
あ
る
場
合
に
認
め
る
が
、
非
常
に
制
限
さ
れ
た
場
合
の
み
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
通
説
と
は
異
な
つ
た
、
わ
が
国
で

従
来
、
主
張
さ
れ
た
見
解
を
み
て
、
通
説
と
、
ど
の
点
で
異
な
る
か
を
理
解
し
た
上
で
、
そ
れ
ら
諸
説
及
び
通
説
の
も
つ
問
題
点
を
明
ら
か
に
し

て
み
よ
う
と
思
う
。

　
さ
て
、
問
題
と
な
る
の
は
、
第
一
に
、
分
類
の
視
点
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
い
ろ
い
ろ
な
観
点
か
ら
の
分
類
が
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
か
ら

で
あ
る
。
し
か
し
．
こ
こ
で
は
、
通
説
と
は
異
な
る
従
来
の
説
を
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
に
、
積
極
説
（
権
利
自
白
の
拘
束
力
を
肯
定
し
、
裁
判
所
の
審
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

権
排
除
を
認
め
る
説
）
と
消
極
説
（
権
利
自
白
に
つ
い
て
、
い
わ
ゆ
る
拘
束
力
を
否
定
す
る
説
）
に
二
分
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
論
拠
を
み
て
み
よ
う
。

1
、
維
本
博
士
・
山
田
博
士
の
積
極
説

　
積
極
説
は
、
従
来
、
維
本
朗
造
博
士
、
山
田
正
三
博
士
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
事
実
自
白
、
請
求
の
認
諾
と
の
比
較
に
お
い
て
、
権
利
自
白

を
把
握
し
、
そ
こ
か
ら
、
何
の
た
め
ら
い
も
な
く
、
拘
束
力
を
肯
定
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
即
ち
、
雑
本
博
士
は
、
請
求
以
外
の
認
諾
は
、
旧
民
訴
訟
二
二
八
条
（
旧
民
訴
法
二
二
九
条
の
誤
り
と
思
わ
れ
る
．
旧
民
訴
法
に
は
現
行
民
訴
法
二
五

　
　
　
権
利
自
白
論
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
　
（
二
〇
八
九
）



　
　
　
権
利
自
白
論
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
　
（
二
〇
九
〇
）

七
条
相
当
の
規
定
は
な
か
つ
た
．
旧
民
訴
法
二
二
九
条
は
「
口
頭
弁
論
ノ
際
原
告
其
訴
ヘ
タ
ル
請
求
ヲ
拗
棄
シ
又
ハ
被
告
之
ヲ
認
諾
ス
ル
ト
キ
ハ
裁
判
所
ハ
申
立
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

因
リ
其
拗
棄
又
ハ
認
諾
二
基
キ
判
決
ヲ
以
テ
却
下
又
ハ
敗
訴
ノ
言
渡
ヲ
為
ス
可
シ
」
と
規
定
す
る
）
に
よ
つ
て
考
え
る
べ
し
と
主
張
さ
れ
る
．
な
お
、
博
士

は
、
自
白
に
つ
い
て
も
、
現
行
法
二
五
七
条
相
当
の
規
定
が
な
い
こ
と
か
ら
、
認
諾
と
自
白
と
の
差
異
は
対
象
の
差
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
り

（
前
掲
・
諸
間
題
六
五
五
頁
）
、
二
二
九
条
の
規
定
の
精
神
に
よ
つ
て
、
自
白
を
考
え
る
べ
し
と
も
、
主
張
さ
れ
る
（
前
掲
・
諸
問
題
六
五
一
貢
）
。
山
田
博
士

も
、
維
本
博
士
と
多
少
、
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
異
な
る
が
、
権
利
自
白
（
そ
れ
よ
り
も
広
い
法
律
自
白
と
い
つ
て
も
よ
い
）
と
事
実
自
白
は
、
行
為
と
し
て

は
同
じ
も
の
で
、
い
わ
ゆ
る
認
識
の
報
告
と
か
、
観
念
の
表
示
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
両
者
、
共
に
、
民
訴
法
二
五
七
条
に
依
つ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

規
律
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
説
く
。
こ
の
よ
う
に
、
従
前
の
積
極
説
は
、
訴
訟
法
の
原
則
た
る
当
事
者
主
義
に
、
そ
の
拘
束
力
の
淵
源
を
求
め

た
と
思
わ
れ
る
点
、
正
し
い
も
の
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
た
だ
、
あ
ま
り
に
も
簡
単
で
、
消
極
説
が
な
ん
た
る
か
を
も
十
分
説
明
せ
ず
、
自
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

と
今
日
で
い
う
通
説
た
る
中
間
説
と
の
相
違
を
も
、
意
識
し
て
い
な
い
点
、
今
日
で
は
説
得
力
が
乏
し
い
と
評
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

2
、
岩
松
氏
・
三
ケ
月
教
授
の
積
極
説

　
か
か
る
積
極
説
に
、
よ
り
実
質
的
根
拠
を
与
え
た
の
は
、
岩
松
三
郎
氏
で
あ
る
。
同
氏
は
、
法
律
判
断
の
、
い
わ
ゆ
る
三
段
論
法
の
小
前
提
に

あ
た
る
部
分
は
、
裁
判
の
客
観
性
に
は
関
係
の
な
い
所
で
あ
る
か
ら
（
裁
判
の
客
観
性
に
は
大
前
提
の
部
分
が
関
係
す
る
）
、
当
事
者
の
自
由
に
ま
か
せ

て
よ
く
、
裁
判
所
が
関
与
す
る
必
要
が
な
く
、
従
つ
て
、
こ
の
部
分
に
該
当
す
る
法
律
関
係
や
権
利
に
つ
い
て
は
、
自
白
が
さ
れ
れ
ば
、
自
白
と

し
て
の
効
力
は
生
じ
、
そ
し
て
こ
の
場
合
、
権
利
自
白
と
、
特
に
、
言
う
必
要
な
く
、
事
実
自
白
に
含
ま
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
、
と
説
く
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
㌔

（
m
）

あ
る
。
こ
の
岩
松
説
を
支
持
し
た
上
で
、
さ
ら
に
付
言
し
た
の
が
、
三
ケ
月
章
教
授
で
あ
る
。
教
授
は
、
権
利
自
白
は
、
観
念
上
は
法
律
上
の
主

張
の
一
種
で
、
請
求
の
認
諾
に
似
る
が
、
機
能
上
は
、
事
実
上
の
主
張
と
同
じ
く
別
個
の
法
律
上
の
主
張
を
基
礎
づ
け
る
に
止
ま
り
、
そ
れ
は
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

白
と
同
じ
で
あ
る
と
さ
れ
た
上
で
、
「
自
白
者
が
そ
の
自
白
の
内
容
を
正
当
に
理
解
し
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
り
う
る
か
ら
、
日
常



用
い
ら
れ
て
い
て
通
常
人
が
そ
の
内
容
を
理
解
し
て
い
ろ
程
度
の
法
律
概
念
で
あ
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
し
、
法
的
推
論
こ
錯
誤
あ
り
と
し
て
撤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
捻
）

回
を
認
む
べ
き
余
地
が
多
く
な
る
こ
と
は
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
．
」
（
法
律
学
全
集
・
民
訴
法
三
八
七
頁
）
と
述
べ
、
さ
ら
に
自
白
の
成
否
に
つ
い
〆
、
、
岩

松
氏
（
民
事
裁
判
の
研
究
一
三
五
頁
注
の
三
三
）
と
同
じ
く
、
釈
明
権
行
使
の
必
要
を
説
く
の
で
あ
る
（
民
事
訴
訟
法
三
九
二
頁
）
．

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
説
く
．
積
極
説
に
対
し
て
、
既
に
多
く
の
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
①
「
同
じ
く
小
前
提
の
地
位
に
立
つ
て

も
、
前
提
事
項
た
る
権
利
或
は
法
律
関
係
に
関
す
る
法
律
上
の
主
張
は
、
事
実
上
の
主
張
と
異
な
り
、
真
否
で
は
な
く
、
当
否
が
問
題
と
な
る
性

質
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
真
否
と
当
否
と
い
う
本
質
的
に
性
質
を
異
に
す
る
も
の
を
、
機
能
的
に
は
同
じ
く
小
前
提
の
地
位
に
立
つ
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

う
こ
と
の
み
に
よ
つ
て
同
一
視
す
る
こ
と
は
問
題
で
あ
ろ
う
」
と
か
、
あ
る
い
は
②
「
日
常
用
い
ら
れ
て
通
常
人
が
そ
の
内
容
を
理
解
し
て
い
る

法
律
概
念
と
は
如
何
な
る
も
の
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
」
と
か
、
あ
る
い
は
③
「
権
利
自
白
を
認
め
る
こ
と
に
よ
つ
て
か
え
つ
て
訴
訟
は
煩

雑
且
不
安
定
た
ら
し
め
ら
れ
る
か
、
或
は
弁
論
主
義
の
不
当
な
強
調
に
よ
つ
て
権
利
自
白
者
に
帰
す
べ
か
ら
ざ
る
不
利
益
を
帰
せ
し
め
る
結
果

と
な
る
こ
と
が
懸
念
せ
ら
れ
る
」
と
か
、
あ
る
い
は
、
三
ヶ
月
教
授
の
主
張
（
前
注
12
参
照
）
に
対
し
て
、
④
「
果
し
て
法
的
推
論
の
部
分
と
そ
の

基
礎
た
る
事
実
の
複
合
体
を
常
に
識
別
し
得
る
で
あ
ろ
う
か
」
、
⑤
「
操
作
が
釈
明
を
意
味
す
る
場
合
に
は
そ
れ
は
事
実
上
の
主
張
に
つ
い
て
自

白
の
効
力
に
基
づ
く
も
の
と
解
す
べ
ぎ
で
あ
り
、
権
利
自
白
自
体
に
効
力
を
認
め
た
結
果
で
は
な
い
と
解
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
い
う
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
14
）

連
の
疑
問
の
主
張
が
こ
れ
で
あ
る
。
さ
ら
に
別
の
批
判
者
は
、
⑥
「
た
と
え
ば
、
物
の
引
渡
請
求
の
前
提
と
し
て
、
そ
の
物
を
所
持
す
る
権
利
が

あ
る
こ
と
．
明
渡
請
求
に
お
い
て
は
そ
の
建
物
に
住
む
権
利
が
あ
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
名
称
づ
け
て
い
か
な
る
法
規

に
も
と
づ
く
権
利
で
あ
る
と
す
る
か
は
全
く
法
的
評
価
の
問
題
で
あ
る
。
当
事
者
み
ず
か
ら
の
法
的
評
価
の
自
認
に
自
白
の
成
立
を
認
め
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
正
）

は
、
法
的
評
価
は
裁
判
官
の
専
権
と
す
る
こ
と
と
矛
盾
が
生
ず
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
疑
問
を
提
出
す
る
。
ま
た
別
の
論
者
は
、
⑦
「
か
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

る
積
極
説
の
理
由
づ
け
で
は
、
先
決
的
法
律
関
係
以
外
の
法
律
関
係
は
自
白
の
対
象
に
な
ら
な
く
な
り
、
不
都
合
で
あ
る
ス
要
旨
）
と
も
批
判
す
る
。

　
こ
の
よ
う
な
批
判
に
対
し
て
、
い
ま
だ
、
積
極
的
な
反
論
、
あ
る
い
は
解
答
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
が
、
こ
の
説
の
現
状
と
思
わ
れ
る
。
こ
の

　
　
　
権
利
自
白
論
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
　
（
二
〇
九
一
）



　
　
　
権
利
自
白
論
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
　
（
二
〇
九
二
）

説
は
い
わ
ゆ
る
三
段
論
法
と
い
う
こ
と
で
、
明
確
に
権
利
自
白
の
拘
束
力
を
論
拠
づ
け
た
が
、
実
は
、
そ
の
三
段
論
法
論
も
、
明
白
な
事
例
で
は

一
応
、
納
得
が
い
く
が
、
一
歩
、
そ
れ
を
離
れ
た
場
合
、
あ
る
法
律
関
係
が
一
体
、
こ
こ
で
い
う
小
前
提
に
該
当
す
る
も
の
か
ど
う
か
は
、
明
白

に
な
ら
な
い
よ
う
な
気
が
す
る
。
ま
た
、
一
、
二
の
批
判
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
同
じ
小
前
提
に
あ
る
と
い
っ
て
も
．
法
と
事
実
と
は
、
そ
の

性
質
が
異
な
る
の
だ
か
ら
、
や
は
り
、
別
々
に
、
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
う
。
多
分
に
用
語
の
問
題
に
帰
す
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
三
段

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
π
）

論
法
論
は
、
興
味
あ
る
着
想
と
思
え
る
が
．
あ
い
ま
い
さ
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
．

3
、
中
島
博
士
・
細
野
博
士
の
消
極
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
B
）

　
次
に
．
消
極
説
の
内
容
と
問
題
点
を
み
て
み
よ
う
。
一
般
に
代
表
的
論
者
と
し
て
、
中
島
弘
道
博
士
と
細
野
長
良
博
士
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
中
島
弘
道
博
士
は
そ
の
著
「
目
本
民
事
訴
訟
法
第
一
編
」
（
昭
和
九
年
）
で
次
の
よ
5
に
言
う
．

　
「
自
白
ハ
相
手
方
ノ
主
張
ス
ル
事
実
二
対
シ
為
サ
ル
ル
モ
ノ
為
リ
。
事
実
二
非
サ
ル
事
項
、
即
チ
法
則
、
実
験
則
、
権
利
其
ノ
他
ノ
法
律
関
係
等
ハ
其
ノ
存
否
ヲ

自
白
ス
ル
モ
訴
訟
上
何
等
ノ
効
力
ヲ
生
セ
ス
。
当
事
者
ハ
時
ト
シ
テ
一
定
ノ
法
律
関
係
ヲ
認
ム
ル
カ
如
キ
陳
述
ヲ
為
ス
コ
ト
ア
ル
モ
斯
ル
陳
述
ノ
意
味
ヲ
仔
細
二

釈
明
ス
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
真
意
ハ
畢
寛
其
ノ
法
律
関
係
形
成
ノ
原
因
タ
ル
事
実
ヲ
自
認
ス
ル
ニ
在
ル
コ
ト
通
常
ナ
リ
．
」
（
五
五
九
頁
）
。

　
細
野
長
良
博
士
は
そ
の
著
「
民
事
訴
訟
法
要
義
第
三
巻
」
（
昭
和
六
年
）
で
次
の
よ
う
に
言
う
。

　
「
自
白
ノ
目
的
タ
リ
得
ル
モ
ノ
ハ
単
純
ナ
ル
事
実
ナ
リ
．
実
験
則
又
ハ
事
実
ノ
連
鎖
ヨ
リ
為
サ
ル
ル
判
断
ノ
如
キ
ハ
自
白
ノ
目
的
タ
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
、
又
法
律
関

係
自
体
モ
亦
自
白
ノ
目
的
タ
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
、
蓋
シ
法
律
関
係
ハ
一
二
之
ヲ
構
成
ス
ル
事
実
二
付
キ
法
律
上
有
ス
ル
地
位
ニ
シ
テ
其
構
成
ス
ル
事
実
関
係
ノ
判
断

　
二
外
ナ
ラ
サ
レ
ハ
ナ
リ
、
然
レ
ト
モ
当
事
者
力
一
定
ノ
売
買
又
ハ
贈
与
契
約
存
在
ス
ル
コ
ト
ヲ
主
張
ス
ル
ハ
其
真
意
力
通
常
法
律
上
売
買
又
ハ
贈
与
契
約
二
該
当

ス
ヘ
キ
事
実
ア
リ
タ
ル
コ
ト
ヲ
主
張
ス
ル
モ
ノ
ニ
外
ナ
ラ
サ
ル
ヲ
以
テ
事
実
上
ノ
主
張
ト
シ
テ
自
白
ノ
目
的
タ
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
モ
ノ
ト
ス
、
単
二
権
利
又
ハ
法
律

関
係
ノ
主
張
ハ
請
求
ノ
拗
棄
又
ハ
認
諾
ノ
目
的
タ
リ
得
ル
ニ
過
キ
ス
」
（
二
七
頁
～
コ
八
頁
．
な
お
句
読
点
は
筆
者
が
付
加
し
た
）
．

　
こ
れ
ら
消
極
説
は
、
法
判
断
は
裁
判
所
の
専
権
で
あ
る
と
い
う
命
題
か
ら
、
直
接
に
簡
単
に
、
権
利
自
白
の
拘
束
力
否
定
の
結
論
を
引
き
出
し



た
見
解
で
あ
り
、
そ
の
思
考
過
程
は
、
維
本
博
士
、
山
田
博
士
的
積
極
説
（
注
7
、
注
8
参
照
）
と
同
じ
く
、
反
対
説
を
意
識
す
る
こ
と
な
く
、
形
式

的
、
一
律
的
に
結
論
を
ひ
き
だ
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
実
質
的
に
考
察
し
て
い
な
い
と
評
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
．
そ
し
て
、
注
意
す
べ
き

は
、
こ
れ
ら
消
極
説
が
、
但
書
的
に
、
表
面
的
権
利
自
白
で
あ
つ
て
も
、
実
際
は
、
事
実
自
白
と
み
る
べ
き
も
の
が
あ
る
と
い
う
時
、
問
題
は
そ

の
区
別
の
仕
方
で
あ
り
、
区
別
の
仕
方
に
よ
つ
て
は
、
具
体
的
結
論
に
お
い
て
積
極
説
に
非
常
に
接
近
す
る
と
い
う
事
情
を
有
し
て
い
る
点
で
あ

（
1
9
）

る
。4

、
現
在
の
通
説
と
有
力
説
の
対
立
に
つ
い
て

　
さ
て
以
下
で
は
、
こ
の
よ
う
な
積
極
説
、
消
極
説
の
対
立
を
ど
う
理
解
す
る
か
、
そ
し
て
、
今
日
、
通
説
と
い
わ
れ
る
説
は
、
こ
の
積
極
説
、

消
極
説
の
対
立
と
、
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
か
を
考
え
て
み
よ
う
。

　
先
ず
、
雑
本
・
山
田
的
積
極
説
と
単
純
消
極
説
と
を
適
当
に
ミ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
と
、
実
に
、
岩
松
・
三
ヶ
月
的
積
極
説
あ
る
い
は
通
説
と
い
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2D
）

れ
る
兼
子
説
に
な
り
う
る
可
能
性
を
有
し
て
い
る
と
い
う
点
に
気
づ
く
の
で
あ
る
．
即
ち
、
雄
本
・
山
田
的
積
極
説
は
、
単
に
、
当
事
者
が
自
白

す
れ
ば
、
自
白
と
し
て
の
拘
束
力
が
生
じ
る
に
対
し
、
消
極
説
は
、
原
則
と
し
て
　
（
事
実
自
白
と
考
え
ら
れ
る
権
利
自
白
が
あ
る
と
い
う
例
外
が
あ

る
）
、
拘
束
力
を
否
定
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
両
説
の
実
質
的
根
拠
を
尋
ね
、
そ
こ
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
自
説
の
妥
当
な
適
用
範
囲
を

限
界
づ
け
る
と
い
う
実
質
的
考
察
を
す
る
な
ら
ば
、
例
え
ば
、
裁
判
の
客
観
性
を
害
さ
な
い
限
り
、
あ
る
い
は
、
当
事
者
に
理
解
し
や
す
い
法
律

関
係
で
あ
る
限
り
と
か
、
あ
る
い
は
、
当
事
者
が
権
利
自
白
し
て
、
そ
れ
以
上
、
事
実
を
提
出
し
な
い
限
り
に
お
い
て
、
権
利
自
白
を
認
め
て
い

こ
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
学
説
史
的
に
も
、
こ
れ
ら
単
純
積
極
説
、
単
純
消
極
説
の
あ
と
に
、
岩
松
・
三
ヶ
月
的
積
極
説
、
あ
る
い

は
兼
子
説
が
主
張
さ
れ
、
今
日
に
至
つ
て
い
る
の
で
あ
る
．
今
日
、
雑
本
・
山
田
的
積
極
説
や
単
純
消
極
説
を
採
る
者
は
あ
ま
り
い
な
い
よ
5
に

思
え
る
。
即
ち
、
実
に
、
今
日
的
対
立
は
、
岩
松
・
三
ヶ
月
的
積
極
説
と
兼
子
的
消
極
説
（
中
問
説
）
と
の
間
に
あ
る
と
い
つ
て
よ
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
権
利
自
白
論
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
　
（
二
〇
九
三
）



　
　
　
権
利
自
白
論
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
　
（
二
〇
九
四
）

そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
従
前
の
議
論
が
よ
り
実
質
的
に
展
開
さ
れ
た
と
も
評
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
共
に
、
は
た
し
て
、
両
説
が
、
実
質
的
、

理
論
的
に
十
分
深
化
し
た
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
問
い
を
提
出
す
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
。
そ
こ
で
、
両
説
の
対
立
点
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
通
説
の
も
つ
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

　
そ
こ
で
、
こ
の
点
を
考
え
る
の
で
あ
る
が
、
権
利
自
白
の
拘
束
力
に
つ
い
て
考
え
る
場
合
、
二
つ
の
視
点
が
大
切
で
あ
る
と
思
う
．
一
つ
は
、

こ
れ
に
拘
束
力
を
認
め
る
こ
と
に
よ
る
審
理
促
進
の
機
能
で
あ
る
．
当
事
者
間
に
争
い
が
な
け
れ
ば
、
な
に
も
、
そ
れ
を
裁
判
所
が
、
こ
と
さ

ら
、
審
理
す
る
必
要
は
な
い
と
い
う
思
想
の
発
現
で
も
あ
る
し
、
さ
ら
に
、
訴
訟
経
済
的
視
点
（
裁
判
所
・
当
事
者
共
に
労
力
の
節
約
に
な
る
）
か
ら

の
主
張
と
も
い
え
よ
う
。
第
二
の
視
点
は
、
当
事
老
の
法
的
判
断
は
、
多
分
に
誤
り
が
多
い
か
ら
、
裁
判
所
は
な
る
べ
く
、
そ
れ
ら
の
判
断
に
拘

束
さ
れ
ず
に
、
正
し
い
裁
判
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
要
請
で
あ
る
。
ま
こ
と
、
紛
争
の
法
的
解
決
（
正
し
い
解
決
）
こ
そ
が
、
民
事
訴
訟

制
度
の
目
的
で
あ
り
、
訴
訟
理
論
は
そ
の
た
め
に
構
成
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
時
、
権
利
自
白
に
つ
い
て
は
、
こ
の
二
つ
の
対
立
に
調
和

を
求
め
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
立
場
で
、
既
に
述
べ
た
二
つ
の
説
の
対
立
を
み
る
と
、
岩
松
・
三
ケ
月
的
積
極
説
は
、

釈
明
権
の
行
使
あ
る
い
は
、
法
律
判
断
の
い
わ
ゆ
る
三
段
論
法
に
お
け
る
小
前
提
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
と
い
う
が
ご
と
く
、
実
際
の
運
用
あ

る
い
は
、
対
象
の
限
定
と
い
う
こ
と
で
、
な
る
べ
く
不
当
に
権
利
自
白
に
拘
束
力
が
生
じ
る
の
を
抑
制
し
て
い
る
の
に
対
し
、
通
説
は
、
一
応
の

拘
束
力
を
認
め
る
が
、
裁
判
所
は
そ
れ
を
非
常
に
容
易
に
無
視
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
、
実
質
的
に
拘
束
力
が
な
い
に
等
し
い
よ
う
に
し
て
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
羽
）

正
し
い
法
的
判
断
の
確
保
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
．
両
説
と
も
一
応
拘
束
力
は
認
め
る
が
、
審
理
促
進
と
正
し
い
審
判
と
の
調
和
点
の
求
め
方

が
異
な
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
今
日
、
理
論
、
実
務
が
到
達
し
た
点
と
い
う
の
は
（
判
例
は
兼
子
説
を
採
る
も
の
と
理
解
し
た
か
ら
、
実
務
を
つ
け
加

（
2
3
×
以
）

え
た
）
、
無
条
件
的
に
、
権
利
自
白
に
つ
い
て
拘
束
力
を
肯
定
す
る
の
で
は
な
く
（
無
条
件
に
肯
定
す
る
と
、
正
し
い
審
判
が
害
さ
れ
る
）
、
ま
た
無
条
件

に
拘
束
力
を
否
定
す
る
の
で
な
く
（
否
定
す
る
と
．
当
事
者
に
不
当
な
労
力
を
負
担
さ
せ
る
こ
と
に
な
ゑ
、
実
質
的
な
「
法
的
紛
争
の
解
決
」
と
い
う
調

和
点
を
模
索
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
．
結
局
の
と
こ
ろ
、
今
日
問
わ
れ
る
べ
き
こ
と
は
、
ま
さ
に
、
理
論
的
、
体
系
的
に
、
権
利
自
白
を
位
置
づ



け
、
根
拠
づ
け
、
そ
の
上
で
、
現
実
の
訴
訟
に
対
し
て
提
言
す
る
こ
と
で
あ
る
と
思
う
。
既
に
み
た
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
問
題
状
況
、
問
題
意

識
に
お
い
て
、
通
説
を
含
め
て
従
前
の
説
を
み
る
な
ら
ば
、
既
に
述
べ
た
よ
う
な
不
十
分
さ
を
感
じ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
．
従
前
の
説
の
成

果
を
利
用
し
つ
つ
、
権
利
自
白
に
つ
い
て
の
問
題
を
解
明
す
る
意
義
は
、
ま
さ
に
、
こ
こ
に
あ
る
の
で
あ
る
．
具
体
的
に
は
、
第
一
に
、
権
利
自

白
の
拘
束
力
に
つ
い
て
の
淵
源
が
問
わ
れ
る
べ
ぎ
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
恐
ら
く
、
訴
訟
制
度
の
目
的
、
あ
る
い
は
、
訴
訟
の
も
つ
構
造
か
ら
、

明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
多
分
、
請
求
の
認
諾
・
放
棄
、
権
利
自
白
、
事
実
自
白
を
統
合
し
、
支
配
す
る
客
観
的
な
原
理
の
発
見
と

い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
第
二
に
は
、
か
よ
う
な
原
理
が
権
利
自
白
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
発
現
し
て
い
る
か
、
ま
た
、
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
と
い
つ
た
こ
と
が
問
題
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
か
く
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
岩
松
・
三
ヶ
月
説
や
そ
れ
に
対
す
る
批
判
や
通

説
の
も
つ
意
味
を
正
し
く
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。
こ
こ
で
は
問
題
点
の
指
摘
に
留
め
て
、
こ
れ
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
は
、
後
に

譲
る
．

付
説
、
わ
が
国
に
お
け
る
自
白
に
関
す
る
規
定
の
沿
革
に
つ
い
て

　
立
法
者
が
権
利
自
白
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
か
と
い
5
こ
と
で
自
白
に
関
す
る
規
定
の
沿
革
を
概
観
し
て
み
よ
う
。
こ
の
こ
と

は
、
一
面
で
は
、
比
較
法
的
考
察
を
す
る
場
合
の
重
要
な
視
点
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
そ
こ
で
大
略
的
で
は
あ
る
が
、
明
治
期
に
お
け
る
重
要
草
案
等
に
お
け
る
自
白
に
つ
い
て
の
規
定
の
変
遷
に
つ
い
て
み
て
、
一
応
の
結
論
を
だ

し
て
み
ょ
う
と
思
う
。
あ
ま
り
に
も
、
大
略
的
で
あ
る
こ
と
を
、
了
承
し
て
頂
ぎ
た
い
．
そ
の
理
由
は
最
近
、
明
治
期
に
お
け
る
民
事
訴
訟
法
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
付
1
）

つ
い
て
、
す
ぐ
れ
た
論
文
が
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
法
典
を
大
局
的
に
考
察
し
た
も
の
で
あ
つ
て
、
個
々
の
条
文
、
特
に
自
白
に
つ
い
て

の
規
定
に
つ
い
て
の
変
遷
史
で
は
な
く
、
直
接
に
は
、
本
稿
に
は
役
に
立
た
な
か
つ
た
こ
と
に
原
因
が
あ
る
（
勿
論
、
だ
か
ら
と
い
つ
て
、
こ
れ
ら
の

論
文
の
価
値
が
低
く
な
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
大
局
的
視
点
を
得
る
た
め
に
本
稿
は
こ
れ
ら
の
論
文
に
負
う
こ
と
は
実
に
多
い
の
で
あ
る
）
。
さ
ら
に
は
、

　
　
　
権
利
自
白
論
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
　
（
二
〇
九
五
）



　
　
　
権
利
自
白
論
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
　
（
二
〇
九
六
）

個
々
の
条
文
の
変
遷
を
研
究
す
る
に
は
、
い
ま
だ
十
分
に
資
料
が
整
理
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
上
、
重
要
な
点
に
つ
い
て
の
審
議
録
等
が
み
あ
た

ら
な
い
か
ら
で
も
あ
る
。
今
後
の
法
制
史
的
研
究
の
成
果
を
期
待
す
る
し
だ
い
で
あ
る
．
そ
こ
で
、
上
図
に
も
と
づ
い
て
、
自
白
に
つ
い
て
の
規

定
の
変
遷
に
つ
い
て
の
大
略
的
な
知
識
を
整
理
し
て
、
そ
こ
か
ら
、
権
利
自
白
に
つ
い
て
の
立
法
者
の
考
え
を
推
察
し
て
み
よ
う
。

ド
イ
ツ
民
訴
法
（
）
内
は
旧
法
の
条
文

A B C D E F

明
治
十
三
年
元
老
院
訴
訟
法
草
案

　テ
明ツ
治ヒ
ー　　ヨ

九i
年草
（案
一
八
八
六
年
）

　旧
明民
治事
二訴
三訟
年法
四典
月（
二明
一治
日西
法年
律＿
二月
九一
号日
公施
布◎

ボ
ア
ソ
ナ
署
ド
民
法
典

正明
案治
　三
　六
　年
　の
　法
　典
　調
　査
　会
　の
　民
　事
　訴
　訟
　法
　改

　現
　罠

羅
δ
歪
旦
一
　
五
糠
　
さ
　
号

2881
（261）

　H

263一③ 313 257

2651 314 ／2891
（262）

　∬

265H ／／
265皿 ／290

（263）
266 315 ／
267 ／／

そ
こ
で
〔
B
〕
以
前
の
時
代
を
代
表
す
る
も
の
と
し
、
こ
こ
で
は
、
採
り
上
げ
て
み
た
。

治
十
三
年
の
元
老
院
訴
訟
法
草
案
」
と
い
う
研
究
が
あ
る
（
法
学
研
究
一
三
巻
二
・
三
合
併
号
（
昭
和
二
四
年
）
六
一
頁
以
下
）
．

は
．
他
の
立
法
　
（
恐
ら
く
は
民
法
典
）
を
予
想
す
る
も
の
の
如
く
、
本
草
案
だ
け
で
は
そ
の
基
本
原
則
が
明
か
で
は
な
い
」

　
〔
B
〕
以
前
に
つ
い
て
は
、
種
々
の
草
案
、
あ
る
い
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
付
2
）

民
事
訴
訟
法
と
い
わ
れ
る
法
律
が
あ
る
が
、
現
行
法
と
の

　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち

関
連
で
、
大
局
的
に
み
た
場
合
、
脈
絡
の
あ
る
も
の
は
、

な
い
よ
う
に
思
え
る
。
即
ち
、
〔
B
〕
以
前
は
フ
ラ
ン
ス

法
が
中
心
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
に
、
自
白
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
付
3
）

の
法
原
則
を
求
め
て
い
た
の
で
あ
り
、
ド
イ
ッ
法
中
心

の
、
〔
B
〕
あ
る
い
は
〔
C
〕
と
は
、
　
一
応
関
連
が
な
い

よ
う
に
思
え
る
か
ら
で
あ
る
。
今
日
で
は
、
容
易
に
み
る

こ
と
の
で
ぎ
る
資
料
で
あ
る
〔
D
〕
と
〔
B
〕
と
の
自
白

に
つ
い
て
の
規
定
を
比
較
し
て
み
る
と
、
こ
の
こ
と
は
一

層
は
つ
き
り
す
る
。
〔
B
〕
以
前
の
民
事
訴
訟
法
草
案
で

あ
る
、
明
治
一
三
年
の
元
老
院
訴
訟
法
草
案
〔
A
〕
を
、

　
こ
れ
に
つ
い
て
は
手
塚
豊
教
授
、
伊
東
乾
教
授
の
「
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
こ
で
は
「
証
拠
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
前
掲
書
七
〇
頁
）
と



述
べ
ら
れ
て
い
て
、
自
白
に
つ
い
て
の
規
定
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
前
後
の
い
わ
ゆ
る
訴
訟
法
と
い
う
も
の
は
、
大
体
、
　
こ
の
よ
う

に
、
民
法
典
に
証
拠
特
に
自
白
に
関
す
る
規
定
は
譲
つ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
．

　
次
に
〔
B
〕
で
あ
る
が
、
一
体
、
い
か
な
る
資
料
が
テ
ッ
ヒ
ョ
ー
草
案
で
あ
る
か
は
間
題
で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
即
ち
、
草
案
成
立
の
い
ろ

い
ろ
な
段
階
を
と
ら
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
、
テ
ッ
ヒ
ョ
ー
の
草
案
で
あ
る
と
い
え
な
い
こ
と
は
な
い
よ
う
に
思
え
る
か
ら
で
あ
る
．
し
か
し
、
こ

こ
で
は
、
一
八
八
六
年
（
明
治
一
九
年
）
に
発
行
さ
れ
た
独
文
の
「
国
旨
≦
貫
馬
①
ゴ
興
Ω
三
一
質
自
①
窃
簿
冒
q
凝
協
母
鈷
冨
ど
を
テ
ッ
ヒ
ョ
ー
草
案

と
考
え
、
あ
わ
せ
て
、
雑
本
朗
造
博
士
の
草
案
に
つ
い
て
の
紹
介
を
参
照
し
た
（
「
裁
判
上
ノ
自
白
ヲ
論
シ
テ
大
審
院
ノ
最
近
ノ
決
定
二
及
フ
」
法
学
志
埜
○
巻
一

〇
号
（
明
治
四
一
年
）
ご
責
の
註
に
お
い
て
博
士
は
自
白
に
つ
い
て
の
日
本
文
の
テ
ッ
ヒ
ョ
ー
草
案
を
紹
介
し
て
い
る
）
．
草
案
の
自
白
に
つ
い
て
の
規
定
の
内
容
に
つ
い

て
の
紹
介
は
こ
こ
で
は
省
略
す
る
が
、
前
表
の
よ
う
に
、
大
体
に
お
い
て
、
ド
イ
ッ
民
訴
法
（
Z
P
O
）
と
同
じ
で
あ
る
．
勿
論
、
語
の
ニ
ュ
ア
ン

ス
は
異
な
り
、
ご
言
一
句
同
じ
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
が
（
前
掲
維
本
博
士
の
紹
介
し
た
日
本
文
と
外
国
法
法
典
叢
書
に
お
け
る
訳
文
と
の
比
較
や
、
Z
P
O

と
前
述
独
文
草
案
を
比
較
し
て
み
て
）
、
そ
の
内
容
は
、
前
表
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
で
あ
る
（
草
案
二
六
七
条
と
は
「
裁
判
外
又
ハ
書
面
又
他
ノ
訴
訟
二
於

テ
為
シ
タ
ル
自
認
ノ
効
力
ハ
裁
判
所
ノ
判
断
二
任
ス
」
と
い
う
の
で
あ
り
、
い
わ
ば
当
然
の
こ
と
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
）
。
な
お
、
恐
ら
く
、
こ
の
草
案
の

前
段
階
の
も
の
と
思
わ
れ
る
資
料
に
、
「
日
本
訴
訟
規
則
修
正
案
説
明
」
（
い
わ
ゆ
る
学
術
振
興
会
謄
写
資
料
の
「
委
員
修
正
民
事
訴
訟
規
則
第
一
編
」
所
収
）
が
あ

る
。
テ
ッ
ヒ
ョ
ー
の
原
案
を
草
案
に
し
て
い
く
、
一
過
程
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
自
白
に
関
す
る
規
定
に
つ
い
て
い
え
ば
、
条
文
の
番
号
は
異
な

る
が
、
内
容
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
．

　
次
に
〔
C
〕
で
あ
る
が
、
〔
B
〕
と
〔
C
〕
と
の
間
に
、
〔
D
〕
が
、
か
ら
ま
つ
て
く
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
テ
ッ
ヒ
ョ
ー
草
案
〔
C
〕
は
、
そ

の
ま
ま
で
は
施
行
さ
れ
ず
、
そ
れ
を
土
台
と
し
て
旧
民
訴
法
典
作
成
の
作
業
が
お
こ
な
わ
れ
る
訳
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
平
行
し
て
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー

ド
民
法
、
い
わ
ゆ
る
旧
民
法
の
法
典
作
成
の
作
業
が
お
こ
な
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
自
白
に
関
す
る
規
定
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
付
4
）

る
旧
民
法
典
に
譲
る
と
い
う
こ
と
で
、
旧
民
事
訴
訟
法
は
、
自
白
に
つ
い
て
一
切
の
規
定
な
し
に
公
布
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
答
え
る
ご
と

　
　
　
権
利
自
白
論
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
　
（
二
〇
九
七
）



　
　
　
権
利
自
白
論
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
　
（
二
〇
九
八
）

く
、
い
わ
ゆ
る
旧
民
法
典
は
、
詳
細
な
規
定
を
そ
の
証
拠
篇
に
設
け
た
の
で
あ
る
（
二
三
条
～
四
五
条
）
。
こ
の
内
容
は
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
氏
起
稿
「
再

閲
修
正
民
法
草
案
註
釈
第
五
編
」
に
よ
つ
て
、
詳
し
く
意
味
ま
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が
（
同
書
一
八
一
～
二
三
三
頁
）
、
ま
さ
し
く
、
フ
ラ
ン
ス
法
を
範

に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
民
法
典
は
周
知
の
ご
と
く
、
明
治
二
三
年
四
月
二
一
日
法
律
第
二
八
号
、
明
治
二
三
年
一
〇
月
六
日
法
律
第
九
八
号

と
し
て
公
布
さ
れ
、
明
治
二
六
年
一
月
一
日
施
行
予
定
で
あ
つ
た
が
、
明
治
二
五
年
の
第
三
回
帝
国
議
会
に
お
い
て
施
行
無
期
延
期
が
議
決
さ
れ
、

明
治
二
九
年
法
律
第
二
九
号
、
明
治
三
一
年
法
律
第
九
号
で
明
治
三
一
年
七
月
一
六
日
に
廃
止
さ
れ
て
し
ま
つ
た
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
一
度

も
施
行
さ
れ
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
実
定
法
と
し
て
は
、
現
行
民
訴
法
が
施
行
せ
ら
れ
る
ま
で
、
わ
が
民
事
法
典
は
自
白
に
関

す
る
規
定
を
も
た
な
か
つ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
場
合
、
ど
う
自
白
を
取
り
扱
う
か
が
問
題
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。
法
解

釈
学
的
に
（
法
哲
学
的
に
）
考
え
て
、
い
ろ
い
ろ
な
答
が
導
き
だ
せ
る
が
、
自
白
に
関
し
て
は
、
学
説
に
全
て
を
ま
か
せ
る
と
い
う
こ
と
が
一
番

　
　
　
　
　
　
　
（
付
5
）

適
切
な
解
答
に
思
え
る
。
そ
れ
は
法
典
と
し
て
は
自
白
に
つ
い
て
の
規
定
を
設
け
る
こ
と
を
明
ら
か
に
予
定
し
て
い
た
の
で
あ
り
（
旧
民
訴
法
四
一

八
条
、
人
事
訴
訟
手
続
法
一
〇
条
二
項
参
照
）
、
現
行
民
法
典
編
纂
の
際
の
法
典
調
査
会
で
の
審
議
の
経
過
（
証
拠
編
を
民
法
よ
り
削
除
す
る
こ
と
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
付
6
）

て
の
議
論
の
経
過
）
か
ら
も
、
そ
の
よ
う
に
思
え
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
場
合
、
実
務
に
テ
ッ
ヒ
ョ
ー
草
案
と
旧
民
法
の
い
ず
れ
が
影
響
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
付
7
）

与
え
た
か
一
つ
の
問
題
で
あ
る
が
、
明
治
三
六
年
の
法
典
調
査
会
の
民
事
訴
訟
法
改
正
案
が
、
前
表
で
あ
き
ら
か
の
よ
う
に
、
ド
イ
ッ
民
訴
法
に

相
応
す
る
こ
と
か
ら
し
て
、
自
白
に
関
し
て
は
、
ド
イ
ッ
の
学
説
が
、
こ
の
時
期
に
、
大
い
に
影
響
を
与
え
て
い
た
こ
と
が
十
分
推
測
さ
れ
る
。

な
お
、
〔
C
〕
、
〔
D
〕
の
内
容
に
つ
い
て
は
今
日
、
容
易
に
み
る
こ
と
が
で
ぎ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
、
紹
介
し
な
い
。

　
次
に
〔
E
〕
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
〔
C
〕
か
ら
〔
E
〕
の
間
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
自
白
に
つ
い
て
の
規
定
は
空
白
で
あ
つ
た
。
そ
こ
で
、

〔
E
〕
で
は
、
自
白
に
関
し
て
三
ケ
条
の
条
文
を
設
け
た
訳
で
あ
る
が
、
な
に
故
に
、
Z
P
O
二
八
九
条
相
当
の
条
文
を
設
け
な
か
つ
た
の
か
は
、

不
明
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
自
白
の
取
消
に
つ
い
て
、
ド
イ
ッ
法
に
な
い
「
相
手
方
ノ
同
意
ア
リ
タ
ル
ト
キ
ニ
限
リ
之
ヲ
取
消
ス
コ
ト
ヲ
得
」
と
い

う
規
定
を
設
け
た
の
も
不
明
で
あ
る
．
必
要
最
小
限
の
こ
と
を
、
当
時
の
学
説
、
判
例
の
水
準
に
お
い
て
規
定
し
た
も
の
と
解
す
る
他
な
い
が
、



現
在
の
立
場
か
ら
み
る
と
、
そ
う
解
し
て
も
、
多
少
の
異
和
感
が
あ
る
。
と
に
か
く
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
詳
し
い
資
料
は
い
ま
の
と
こ
ろ
、
な
い

　
　
　
（
付
8
）

よ
う
で
あ
る
。

　
次
に
〔
F
〕
で
あ
る
．
昭
和
四
年
一
〇
月
一
日
に
施
行
さ
れ
た
現
行
民
事
訴
訟
法
は
そ
の
二
五
七
条
前
段
に
自
白
に
つ
い
て
の
規
定
を
設
け
て

い
る
。
し
か
し
、
な
に
故
に
、
こ
の
規
定
だ
け
設
け
た
の
か
は
、
ま
た
し
て
も
明
ら
か
で
な
い
。
改
正
理
由
書
は
「
本
条
ハ
当
事
者
力
裁
判
所
二

於
テ
自
白
シ
タ
ル
事
実
及
裁
判
所
二
於
テ
顕
著
ナ
ル
事
実
ハ
証
拠
調
ヲ
為
サ
ス
シ
テ
直
チ
ニ
之
ヲ
判
断
ノ
基
礎
ト
ナ
ス
コ
ト
ヲ
得
ル
旨
ヲ
規
定

ス
。
現
行
法
第
二
百
十
八
条
ノ
趣
旨
ヲ
補
足
シ
タ
ル
ニ
過
キ
ス
」
と
だ
け
し
か
書
い
て
い
な
い
（
「
民
事
訴
訟
法
中
改
正
法
律
案
理
由
書
」
巻
三
の
一
九
頁
）
。

ま
た
、
こ
の
規
定
に
つ
い
て
審
議
し
た
こ
と
を
、
民
事
訴
訟
法
改
正
調
査
委
員
会
議
事
速
記
録
（
昭
和
四
年
二
月
、
司
法
省
民
事
局
発
行
）
に
求
め
て
も
、

〔
E
〕
か
ら
〔
F
〕
へ
の
変
化
、
即
ち
、
三
ケ
条
か
ら
一
ケ
条
に
縮
少
さ
れ
た
こ
と
、
あ
る
い
は
、
な
ぜ
い
ま
に
な
つ
て
、
た
つ
た
一
ケ
条
、
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
付
9
）
（
付
10
）

け
加
え
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
は
つ
き
り
し
な
い
の
で
あ
る
．

　
以
上
、
大
略
的
に
、
自
白
に
関
す
る
法
条
の
変
遷
を
み
た
訳
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
も
、
と
に
か
く
、
自
白
に
関
す
る
規
定
は
わ
が
民
訴
法

に
お
い
て
は
特
異
な
変
遷
史
を
も
つ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
．
今
後
、
種
々
な
資
料
が
で
て
く
れ
ば
別
で
あ
る
が
、
要
す
る
に
、
立
法

者
が
自
白
そ
れ
自
体
に
つ
い
て
、
ど
う
い
う
見
解
に
あ
つ
た
か
と
い
う
こ
と
を
知
る
こ
と
は
、
非
常
に
困
難
で
あ
る
．
従
つ
て
最
終
的
に
二
五
七

条
に
お
ち
つ
い
た
こ
と
、
旧
法
時
代
、
ド
イ
ッ
の
学
説
に
よ
つ
て
問
題
を
処
理
し
て
い
た
事
情
等
を
考
え
る
と
、
自
白
に
関
し
て
の
立
法
者
の
意

思
を
探
求
す
る
よ
り
も
、
訴
訟
法
の
原
則
に
立
ち
返
つ
て
理
論
的
に
考
え
、
し
か
も
、
ド
イ
ッ
に
お
け
る
議
論
を
参
照
し
な
が
ら
、
日
本
の
学
説

を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
方
法
が
一
番
望
ま
し
い
よ
う
に
思
え
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
が
正
し
い
方
法
で
あ
る
と
思
う
。
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
こ
こ
に
、

日
本
の
学
説
や
判
例
、
さ
ら
に
は
ド
イ
ッ
の
学
説
等
の
流
れ
を
正
確
に
把
握
す
る
方
法
の
十
分
な
存
在
意
義
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
．

（
1
）
　
厳
密
に
考
え
る
な
ら
ば
、
か
か
る
概
念
は
問
題
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
が
、
一
般
の
、
い
ろ
い
ろ
な
権
利
自
白
に
つ
い
て
の
定
義
づ
け
の
最
大
公
約
数
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
と

　
思
う
。
一
応
、
こ
の
よ
う
な
約
束
の
下
で
話
を
す
す
め
る
。
な
お
、
こ
の
よ
う
な
定
義
を
一
応
、
認
め
る
と
し
て
も
、
「
訴
訟
当
事
者
と
は
、
ど
の
範
囲
の
人
ま
で
を
言
う
の
か
」
、
あ

　
　
　
権
利
自
白
論
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
　
（
二
〇
九
九
）



権
利
自
白
論
（
一
）

三
二
　
　
（
二
一
〇
〇
）

　る

い
は
、
「
相
手
方
の
主
張
が
先
行
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
」
、
あ
る
い
は
、
「
相
手
方
の
主
張
の
一
部
を
認
め
る
旨
の
陳
述
の
場
合
は
ど
う
な
る
の
か
」
、
あ
る
い
は
、
「
相
手
方
の
主

張
を
条
件
付
で
認
め
る
こ
と
は
で
ぎ
る
か
」
と
い
っ
た
問
題
が
、
生
じ
る
で
あ
ろ
う
．
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
問
題
は
、
権
利
自
白
に
と
つ
て
固
有
の
問
題
で
は
な
く
、
訴
訟
行

為
論
一
般
や
、
事
実
自
白
論
と
の
関
連
で
答
え
ら
れ
る
べ
ぎ
問
題
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
本
稿
の
直
接
の
対
象
で
は
な
い
。
必
要
に
応
じ
て
、
検
討
す
る
と
い
う
程
度
に
、
こ
れ
ら

　
の
問
題
は
留
め
て
お
く
．

（
2
）
　
権
利
自
白
と
、
請
求
以
外
の
認
諾
と
放
棄
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
論
じ
た
も
の
は
す
く
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
概
念
が
あ
い
ま
い
で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
自
白
は
事
実
に
限
る
と
い

う
命
題
を
貫
ぬ
く
な
ら
権
利
自
白
と
い
う
言
葉
は
矛
盾
し
て
い
る
。
し
か
し
、
認
諾
と
放
棄
と
の
区
別
が
、
昔
の
私
法
的
訴
権
学
説
の
な
ご
り
で
あ
る
と
考
え
る
な
ら
ば
（
山
田
正
三

　
「
法
律
上
の
自
白
（
請
求
の
拗
棄
並
に
認
諾
）
」
法
学
論
叢
四
三
巻
五
号
（
昭
和
一
五
年
）
一
頁
以
下
、
そ
の
三
頁
）
、
両
者
を
統
合
す
る
概
念
と
し
て
「
法
律
上
の
自
白
」
と
い
う
概
念

を
つ
か
い
、
請
求
以
外
に
つ
い
て
の
法
律
上
の
自
白
を
「
権
利
自
白
」
と
い
う
概
念
を
つ
か
つ
て
分
類
し
て
も
不
都
合
は
あ
る
ま
い
。
む
し
ろ
、
認
諾
と
放
棄
の
関
係
は
、
実
物
と
鏡

　
の
中
の
映
像
の
関
係
に
た
と
え
ら
れ
る
か
ら
（
冨
嘗
守
a
妻
。
据
U
器
》
ま
蒔
Φ
目
ヨ
δ
冒
牢
。
器
守
8
算
一
8
0
の
九
頁
は
放
棄
は
認
諾
の
の
豆
品
9
げ
ま
と
い
つ
て
い
る
）
、

こ
と
さ
ら
、
必
要
以
上
に
両
者
の
区
別
を
強
調
す
る
必
要
は
な
い
と
思
う
。
従
つ
て
、
筆
者
は
、
体
系
的
、
用
語
的
に
は
、
次
の
よ
う
な
理
解
を
し
て
い
る
。

　
　
　
｛

　
　
　
裁
判
外
の
自
白
＞
β
ゆ
Φ
夷
＆
9
藍
呂
塁
O
＄
鼠
昌
身
ぼ

　
　
　
裁
判
上
の
自
白
O
霧
一
魯
岳
号
窃
O
窃
鼠
昌
巳
ω

裁判上の自白

事
＿

法宏

実権葉礪
自利器嚥
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さ
ら
に
、
筆
者
は
、
こ
れ
ら
、
自
白
に
共
通
な
．
相
手
方
の
主
張
を
認
め
る
行
為
を
も
、
「
自
白
」
行
為
と
し
て
、
そ
の
行
為
が
、
事
実
自
白
か
、
権
利
自
白
か
を
区
別
す
る
必
要

が
な
い
場
合
で
も
使
用
す
る
。
勿
論
、
以
下
の
記
述
に
お
い
て
は
、
特
に
明
記
が
な
い
限
り
、
全
て
、
裁
判
上
の
自
白
で
あ
る
。

　
　
な
お
、
権
利
自
白
の
概
念
規
定
に
つ
い
て
は
、
岩
松
三
郎
氏
「
民
事
裁
判
に
お
け
る
判
断
の
限
界
（
昭
和
二
八
年
）
」
民
事
裁
判
の
研
究
（
昭
和
三
六
年
刊
）
八
○
頁
及
び
八
五
頁

注
一
六
、
鈴
木
俊
光
教
授
「
権
利
自
白
の
効
力
」
続
学
説
展
望
（
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
四
号
）
（
昭
和
四
〇
年
）
二
二
四
頁
、
法
律
実
務
講
座
民
事
訴
訟
編
第
四
巻
（
昭
和
三
六
年
）
一
九

頁
等
を
参
照
せ
よ
。
な
お
レ
ン
ト
も
後
掲
の
論
文
（
注
9
参
照
）
の
中
で
（
八
○
頁
）
、
ほ
ぽ
、
こ
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
る
．

（
3
）
　
権
利
自
白
に
つ
い
て
の
現
在
の
学
説
、
判
例
の
状
況
を
説
明
す
る
も
の
と
し
て
は
、
鈴
木
・
前
注
論
文
、
実
務
講
座
・
前
注
参
照
の
他
に
、
白
川
和
雄
教
授
「
裁
判
上
の
自
白
の

効
力
が
認
め
ら
れ
ぬ
場
合
を
説
明
せ
よ
」
法
学
教
室
八
号
（
昭
和
三
八
年
）
一
六
七
頁
、
竹
下
守
夫
教
授
「
判
例
綜
合
研
究
・
裁
判
上
の
自
白
」
民
商
法
雑
誌
四
四
巻
三
号
（
昭
和
三

六
年
）
八
八
頁
～
一
〇
〇
頁
、
染
野
義
信
教
授
・
民
事
訴
訟
法
の
論
点
（
昭
和
四
五
年
）
一
六
二
頁
以
下
、
等
が
あ
る
。
な
お
、
住
吉
博
教
授
「
自
白
の
拘
束
力
e
」
受
験
新
報
二
〇

　
巻
七
号
（
昭
和
四
五
年
）
二
八
頁
以
下
は
現
在
の
状
況
と
対
立
点
を
指
摘
す
る
．

（
4
）
博
士
の
民
事
訴
訟
法
概
論
（
昭
和
一
三
年
）
二
四
二
頁
や
條
解
民
事
訴
訟
法
（
昭
和
三
〇
年
）
七
二
二
頁
に
も
、
権
利
自
白
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
が
、
大
体
、
述
べ
て
い
る



　
こ
と
は
同
じ
な
の
で
、
民
事
訴
訟
法
体
系
に
、
博
士
の
権
利
自
白
に
つ
い
て
の
考
え
を
代
麦
さ
せ
た
。

（
5
）
　
判
例
・
学
説
に
お
け
る
通
説
と
い
わ
れ
る
も
の
と
、
兼
子
博
士
の
考
え
と
は
異
な
ら
な
い
と
思
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
前
注
3
の
文
献
を
参
照
さ
れ
た
し
。
な
お
．
辞
典
と
い
う

性
格
か
ら
し
て
、
通
説
を
説
い
て
い
る
も
の
と
し
て
、
宮
崎
澄
夫
教
授
の
記
述
が
あ
る
．
「
権
利
自
白
が
あ
る
と
、
相
手
方
は
一
応
そ
の
権
利
ま
た
は
法
律
関
係
の
主
張
を
理
由
づ
け

　
る
必
婁
は
な
く
な
る
が
、
裁
判
所
に
、
法
律
上
明
ら
か
に
不
当
な
権
利
ま
た
は
法
律
関
係
を
認
定
す
る
こ
と
を
義
務
つ
け
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
か
ら
、
口
頭
弁
論
に
あ
ら
わ
れ
た
訴

訟
資
料
に
よ
つ
て
は
、
そ
の
よ
う
な
権
利
ま
た
は
法
律
闘
係
の
主
張
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
な
場
行
に
は
裁
判
所
は
権
利
自
白
に
反
す
る
法
律
判
断
を
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
、

　
ま
た
そ
う
す
べ
き
で
あ
る
」
民
事
法
学
辞
典
上
巻
（
昭
和
三
五
年
）
四
八
四
頁
～
四
八
五
頁
．
同
趣
旨
を
説
く
も
の
と
し
て
、
小
山
昇
教
授
「
自
白
」
（
菊
井
編
現
代
法
律
学
演
習
講
座

　
「
全
訂
民
事
訴
訟
法
下
巻
」
（
昭
和
四
一
年
）
九
九
頁
、
菊
井
維
大
教
授
「
法
律
学
講
座
双
書
・
民
事
訴
訟
法
補
正
版
」
（
昭
和
四
三
年
）
上
巻
一
五
二
頁
、
山
木
戸
克
己
教
授
「
民

事
訴
訟
法
講
義
」
（
昭
和
二
九
年
）
一
四
一
頁
。
菊
井
ロ
村
松
教
授
「
民
事
訴
訟
法
H
」
（
昭
和
三
九
年
）
一
三
三
頁
、
中
田
淳
一
博
士
「
民
事
訴
訟
法
講
義
上
」
（
昭
和
三
九
年
）
一
一

　
四
頁
、
杉
浦
智
紹
教
授
「
民
事
訴
訟
法
概
論
」
（
昭
和
四
四
年
）
二
二
九
頁
等
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
．

（
6
）
　
従
来
の
学
説
を
報
告
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
前
注
3
を
参
照
せ
よ
．
な
お
、
そ
の
他
に
、
升
本
喜
兵
衛
目
金
子
文
六
教
授
編
「
学
説
判
例
総
覧
・
民
事
訴
訟
法
（
下
1
）
」
（
昭
和

　
四
〇
年
）
八
七
頁
以
下
、
寺
沢
音
一
編
「
新
民
事
訴
訟
法
・
学
説
判
例
総
覧
」
中
巻
（
昭
和
八
年
）
一
互
二
頁
以
下
、
等
が
あ
る
が
、
分
類
は
明
確
に
な
さ
れ
て
い
る
と
は
、
い
い

　
が
た
い
。
白
川
教
授
、
竹
下
教
授
は
、
拘
束
力
の
有
無
に
つ
い
て
、
積
極
説
、
消
極
説
、
中
間
説
の
三
分
説
に
従
つ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
鈴
木
教
授
、
江
藤
扮
泰
教
授
（
「
要
証

　
事
実
と
不
要
証
事
実
」
法
学
教
室
六
号
（
昭
和
三
八
年
）
五
五
頁
）
染
野
教
授
（
前
注
3
）
、
兼
子
・
小
山
編
・
民
事
訴
訟
法
講
義
（
一
九
七
〇
年
）
二
一
二
五
頁
は
、
積
極
説
、
消
極

　
説
の
二
分
説
と
思
わ
れ
る
（
三
分
説
に
お
け
る
中
間
説
を
二
分
説
は
消
極
説
と
す
る
）
。
従
つ
て
、
消
極
説
か
中
問
説
は
微
妙
な
も
の
で
あ
り
、
明
確
に
区
分
す
る
の
は
む
ず
か
し
い
．

　
筆
者
は
、
三
分
説
を
採
用
し
、
通
説
（
兼
子
博
士
の
見
解
が
代
表
す
ろ
）
は
中
間
説
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
従
前
の
学
説
は
、
一
応
、
目
を
通
し
た
が
、
こ
こ
で
は
、
全
て

　
を
採
り
上
げ
て
い
な
い
点
、
御
了
承
頂
ぎ
た
い
。
前
述
の
よ
う
に
、
区
別
（
ど
の
説
に
属
す
る
か
）
が
明
確
に
お
こ
な
わ
れ
え
な
い
こ
と
と
、
明
確
に
態
度
を
表
明
し
た
教
科
書
が
す

　
く
な
い
こ
と
に
依
る
．
現
在
の
代
表
的
な
論
者
、
代
表
者
な
教
科
書
・
体
系
書
に
限
定
し
た
。

（
7
）
博
士
の
「
訴
訟
行
為
論
」
（
執
筆
時
不
明
）
（
「
民
事
訴
訟
法
論
文
集
」
（
昭
和
三
年
刊
）
所
収
、
「
民
事
訴
訟
法
の
諸
問
題
」
（
昭
和
三
〇
年
刊
）
所
収
）
の
中
で
の
主
張
で
あ
る
（
論

　
文
集
で
は
二
二
八
頁
以
下
、
諸
問
題
で
は
六
四
三
頁
以
下
）
。

　
「
請
求
以
外
ノ
認
諾
ノ
効
力
ニ
ッ
キ
テ
ハ
訴
訟
法
第
二
二
八
条
〔
笠
者
注
i
二
二
九
条
と
思
わ
れ
る
〕
ノ
規
定
ヲ
準
用
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
、
如
此
キ
ハ
学
説
ノ
一
致
ス
ル
所
ナ
リ

　
（
缶
①
一
享
蚤
ω
遂
ぢ
筥
H
惚
お
＜
｝
ψ
高
轟
8
留
民
Φ
旨
2
り
ひ
弩
鷲
O
N
の
げ
の
旨
2
吋
」
弩
総
ミ
O
勺
ρ
問
母
警
霞
－
国
費
暮
一
昌
㈱
ω
O
刈
O
勺
ρ
）
。
サ
レ
ハ
被
告
力
請
求
以
外
ノ
認

　
諾
ヲ
為
シ
タ
ル
場
合
二
於
テ
原
告
力
該
認
諾
二
基
キ
テ
裁
判
セ
ン
コ
ト
ヲ
求
ム
ル
申
立
ヲ
為
シ
タ
ル
場
合
ニ
ハ
、
裁
判
所
ハ
其
ノ
認
諾
ヲ
基
本
ト
シ
テ
認
諾
セ
ラ
レ
タ
ル
法
律
関
係
ノ

　
存
在
ヲ
認
ム
ヘ
ク
、
其
ノ
範
囲
二
於
テ
ハ
事
実
二
関
ス
ル
審
理
、
証
拠
調
及
ヒ
証
拠
判
断
並
二
法
文
ヲ
解
釈
適
用
シ
テ
判
断
ス
ル
ノ
要
ナ
キ
ニ
至
ル
コ
ト
ハ
請
求
ノ
認
諾
ノ
場
合
二
於

　
ケ
ル
ト
異
ナ
ル
コ
ト
ナ
シ
。
故
二
例
ハ
ω
訴
訟
物
タ
ル
法
律
関
係
ノ
存
在
二
関
ス
ル
主
張
二
制
限
的
条
款
ヲ
付
シ
テ
認
諾
シ
タ
ル
場
合
ニ
ハ
、
裁
判
所
ハ
該
法
律
関
係
ノ
存
在
ハ
認
諾

　
二
基
キ
テ
認
ム
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
ル
故
二
、
其
ノ
審
理
ヲ
主
張
セ
ラ
レ
タ
ル
制
限
的
条
款
ノ
当
否
二
制
限
ス
ヘ
ク
、
又
＠
先
決
問
題
タ
ル
法
律
関
係
ノ
存
在
二
関
ス
ル
主
張
ノ
ミ
カ
認
諾
セ

　
ラ
レ
タ
場
合
ニ
ハ
、
該
法
律
関
係
ノ
存
在
ハ
認
諾
二
基
キ
テ
認
ム
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
ル
カ
故
二
、
審
理
ノ
訴
訟
物
タ
ル
権
利
力
該
法
律
関
係
ヨ
リ
発
生
シ
タ
ル
ヤ
並
二
未
タ
消
滅
セ
サ
リ
シ

　
ヤ
ノ
点
二
制
限
ス
ヘ
キ
カ
如
シ
。
」

権
利
自
白
論
（
一
）

三
三
　
　
（
一
二
〇
一
）



権
利
自
白
論
（
一
）

三
四
　
　
（
一
二
〇
二
）

　
な
お
、
博
士
の
あ
げ
る
具
体
例
は
、
後
述
の
岩
松
氏
．
三
ケ
月
教
授
的
積
極
説
と
か
わ
り
が
な
い
点
注
目
に
値
す
る
。

（
8
）
　
前
注
2
の
論
文
参
照
。
そ
の
三
頁
～
五
頁
。

　
「
拗
棄
並
に
認
諾
、
又
は
請
求
の
拗
棄
並
に
認
諾
は
、
共
に
法
律
上
の
自
白
で
あ
つ
て
、
事
実
の
自
白
　
と
其
の
行
為
の
性
質
を
異
に
す
る
も
の
で
は
な
い
、
こ
の
両
考
－
は
自
己
に

　
不
利
益
な
る
事
実
に
関
す
る
と
其
の
法
律
上
の
効
果
に
関
す
る
と
の
差
異
こ
そ
あ
れ
、
敦
れ
も
認
識
の
報
告
（
観
念
の
表
現
）
で
あ
つ
て
意
思
表
示
又
は
意
思
表
現
で
は
な
い
、
故
に

其
の
効
力
も
亦
両
者
異
な
る
こ
と
を
得
ざ
る
も
の
で
あ
る
、
拗
棄
又
は
認
諾
又
従
て
請
求
の
拗
棄
又
は
認
諾
の
効
力
は
、
こ
れ
を
事
実
の
自
白
の
効
力
に
関
す
る
民
事
訴
訟
法
第
二
五

七
条
に
依
り
知
り
得
べ
く
、
又
こ
れ
に
依
り
知
る
べ
き
で
あ
つ
て
、
第
二
〇
三
条
は
請
求
の
抱
棄
又
は
認
諾
の
効
力
を
定
め
た
も
の
で
は
な
い
、
尤
も
請
求
の
抱
棄
又
は
認
諾
は
－
同

時
に
自
己
の
申
立
（
訴
訟
物
た
る
権
利
又
は
法
律
関
係
の
存
否
に
関
し
自
己
に
有
利
な
る
判
決
あ
ら
ん
こ
と
を
欲
す
る
意
思
の
表
現
）
の
理
由
な
き
こ
と
（
即
ち
自
己
が
判
決
請
求
権

を
有
せ
ざ
る
こ
と
）
又
は
相
手
方
の
申
立
…
の
理
由
あ
る
こ
と
：
を
も
併
せ
認
む
る
も
の
な
る
を
要
し
、
若
し
こ
れ
を
欠
く
と
ぎ
は
単
に
批
棄
又
は
認
諾
（
請
求
の
拗
棄
又
は
認
諾
に

対
し
其
の
他
の
拗
棄
又
は
認
諾
と
謂
ふ
）
た
る
効
力
（
民
訴
二
五
七
条
）
を
生
ず
る
に
止
ま
り
、
更
に
進
み
て
請
求
の
抱
棄
又
は
認
諾
の
効
力
（
請
求
の
揃
棄
又
は
認
諾
に
基
、
つ
ぎ
殊

更
当
事
者
敗
訴
の
判
決
を
為
す
労
を
省
略
せ
し
む
る
効
力
（
民
訴
二
〇
三
条
）
）
を
生
ず
る
に
得
ざ
る
所
で
あ
る
・
。
」
。

（
9
）
　
こ
れ
ら
の
積
極
説
で
は
（
前
注
7
・
8
参
照
）
、
消
極
説
と
の
対
立
、
あ
る
い
は
．
靖
、
れ
へ
の
批
判
が
み
ら
れ
ず
、
さ
ら
に
、
雑
木
博
士
が
自
説
の
根
拠
と
し
て
引
用
さ
れ
る

　
ヘ
ル
ヴ
イ
ヒ

田
Φ
一
一
£
o
Q
は
、
竹
下
教
授
（
前
注
3
の
論
文
九
一
頁
）
や
レ
ン
ト
（
9
。
Ω
①
器
貫
窃
ざ
爵
霞
器
嵩
巨
げ
母
鴇
象
9
9
國
Φ
。
客
ロ
温
N
三
一
鷺
8
＆
篇
H
導
切
き
山
（
一
〇
一
〇
）
㌔
鐸
）
が

分
類
す
る
よ
う
に
、
い
わ
ゆ
る
中
問
説
と
い
う
べ
き
で
あ
る
．
即
ち
、
ヘ
ル
ヴ
ィ
ヒ
は
、
博
士
が
指
摘
さ
れ
る
箇
所
で
は
、
確
か
に
、
博
士
と
同
じ
見
解
に
立
つ
て
い
る
が
（
ω
鴇
審
目

H
」
ミ
）
、
し
か
し
拘
束
力
と
い
う
点
で
事
実
自
白
と
考
え
ら
れ
な
い
場
合
の
権
利
自
白
は
、
当
事
者
に
は
拘
束
力
な
し
と
も
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
．
実
質
的
に
把
握
す
る
と
ヘ
ル

ヴ
ィ
ヒ
は
、
単
な
る
積
極
説
で
は
な
く
、
中
間
説
な
の
で
あ
る
。
な
お
、
博
士
は
、
認
諾
、
権
利
自
白
、
事
実
自
白
の
撤
回
に
つ
い
て
、
真
実
に
反
す
る
こ
と
の
証
明
、
相
手
方
の
同

意
等
を
要
件
と
し
い
る
（
諸
問
題
六
三
七
頁
、
六
四
三
頁
、
六
六
八
頁
以
下
）
．

（
1
0
）
　
前
注
2
の
岩
松
論
文
参
照
。

　
「
裁
判
上
の
対
象
は
事
実
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
わ
れ
る
．
こ
の
点
に
お
い
て
請
求
の
樋
棄
、
認
諾
が
法
律
自
白
（
国
Φ
畠
駐
鴨
獣
蹄
号
邑
と
い
わ
れ
る
に
対
し
、
自
白
は
事
実

自
白
（
6
導
舞
畠
品
＄
鼠
＆
巳
・
）
と
称
せ
ら
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
し
か
し
．
そ
の
意
昧
は
唯
自
白
は
三
段
論
法
に
お
け
る
小
前
提
を
構
成
す
る
事
実
々
、
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
り
、

大
前
提
を
構
成
す
る
法
規
又
は
経
験
則
そ
の
も
の
の
解
釈
、
適
用
を
対
象
と
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
だ
け
で
あ
つ
て
、
自
白
が
本
質
上
、
法
律
判
断
を
そ
の
対
象
と
な
し
得
な
い

　
も
の
で
あ
る
こ
と
を
音
坐
味
す
る
の
で
は
な
い
。
」
（
一
二
四
頁
～
一
二
五
頁
）
。

　
「
要
す
る
に
学
説
に
お
い
て
自
白
の
対
象
を
事
実
に
限
定
し
た
所
以
の
も
の
は
、
：
大
前
提
と
し
て
の
法
規
並
び
に
経
験
則
の
解
釈
及
び
適
用
の
み
に
つ
い
て
自
白
を
認
め
る
な
ら
ば
、

　
到
底
裁
判
の
客
観
性
を
保
障
す
る
こ
と
を
得
な
い
と
見
た
た
め
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
．
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
法
律
は
法
律
判
断
に
つ
い
も
、
裁
判
の
客
観
性
を
害
す
る
虞
な
し

　
と
見
れ
ば
、
晶
求
の
抱
棄
、
認
諾
な
る
自
白
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
〔
中
略
〕
…
訴
訟
の
全
般
に
そ
の
効
力
を
及
ぽ
す
も
の
で
な
い
に
し
て
も
、
裁
判
所
の
な
す
べ
き
爾
後
の
我

判
の
客
観
性
を
害
す
る
虞
の
存
し
な
い
限
り
、
法
律
判
断
を
も
そ
の
対
象
と
な
し
得
べ
き
こ
と
を
否
定
す
べ
き
理
由
は
な
い
の
で
あ
る
．
こ
の
意
味
に
お
い
て
前
提
問
題
と
し
て
の
法

律
関
係
の
自
白
が
承
認
せ
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
た
単
な
る
事
実
上
の
自
白
で
あ
つ
て
も
、
そ
れ
が
有
り
得
な
い
事
実
の
存
在
を
肯
定
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
当
然
無
効
と
せ
ら
れ
る

所
以
が
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。
さ
き
に
過
失
の
存
在
を
肯
定
す
る
自
白
を
有
効
と
し
た
所
以
の
も
の
も
、
そ
れ
を
独
立
し
た
攻
撃
防
禦
の
方
法
に
関
す
る
総
括
的
結
論
と
し
て
の
法



　律自

白
と
見
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
」
（
一
二
七
頁
～
一
二
八
頁
）
。

　
　
な
お
、
こ
の
よ
う
な
氏
の
主
張
は
、
「
判
例
に
現
わ
れ
た
民
事
訴
訟
法
の
問
題
（
四
）
」
法
学
志
林
四
｝
巻
九
号
（
昭
和
｝
四
年
）
四
七
頁
以
下
、
特
に
五
二
頁
以
下
に
も
み
ら
れ

　
る
。

（
1
1
）
　
法
律
学
全
集
・
民
事
訴
訟
法
（
昭
和
三
四
年
）
二
七
三
頁
参
照
。
権
利
自
白
は
「
事
実
の
複
合
体
を
法
律
上
の
名
称
で
表
示
し
た
も
の
を
総
体
と
し
で
、
自
白
し
た
も
の
と
み
る
こ

　
と
が
で
き
る
」
（
前
掲
書
二
七
三
頁
注
の
e
）
と
も
述
べ
て
い
る
。

（
12
）
　
三
ケ
月
教
授
は
、
続
け
て
次
の
よ
う
に
言
う
。
「
権
利
自
白
の
撤
回
の
自
由
を
認
め
る
に
し
て
も
、
そ
れ
は
法
的
推
論
の
部
分
に
つ
い
て
で
あ
つ
て
、
そ
の
基
礎
と
な
る
事
実
の

点
に
つ
い
て
は
一
般
の
自
臼
（
事
実
の
自
白
）
が
存
す
る
か
ら
そ
の
取
扱
に
従
う
　
」
（
民
訴
法
三
八
八
頁
）
。
そ
こ
で
、
「
権
利
自
白
の
取
消
が
後
に
問
題
と
な
る
と
き
は
、
事
実
上

　
の
主
張
の
総
体
と
み
ら
れ
る
部
分
と
法
律
上
の
推
論
の
部
分
を
分
離
し
て
拘
束
力
の
有
無
を
判
定
す
る
と
い
う
操
作
が
必
要
で
あ
る
．
」
（
民
訴
法
二
七
三
頁
注
一
）
．

（
13
）
　
佐
々
木
吉
男
教
授
「
権
利
自
白
と
は
何
か
」
法
学
教
室
七
号
（
昭
和
三
八
年
）
一
六
〇
頁
以
下
そ
の
一
六
一
頁
。
佐
々
木
教
授
は
、
さ
ら
に
、
「
法
的
三
段
論
法
に
お
け
る
大
前

　
提
の
地
位
に
立
つ
も
の
の
み
が
自
白
の
対
象
と
な
ら
な
い
と
考
え
る
こ
と
に
も
疑
問
が
あ
ろ
う
．
何
と
な
れ
ば
、
立
法
論
と
し
て
は
、
請
求
の
拗
棄
や
認
諾
に
基
つ
き
更
に
抱
棄
判
決

或
は
認
諾
判
決
を
な
す
べ
き
も
の
と
な
し
得
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
請
求
の
放
棄
や
認
諾
を
法
的
三
段
論
法
に
お
け
る
結
論
に
つ
い
て
の
自
白
と
し
て
そ
の
効
力
を
考
え
る
こ
と
に
も

疑
問
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
」
と
も
述
べ
る
。

　
　
な
お
、
竹
下
教
授
も
、
「
先
決
的
法
律
関
係
の
主
張
も
法
律
判
断
の
結
果
な
の
で
あ
る
か
ら
、
単
に
あ
る
法
規
の
構
成
要
件
要
素
に
な
つ
て
い
る
と
い
う
理
由
だ
け
で
事
実
と
同
視

す
る
の
は
い
さ
さ
か
形
式
的
に
す
ぎ
る
」
と
、
岩
松
氏
、
三
ケ
月
教
授
の
積
極
説
を
批
判
す
る
（
前
注
3
論
文
の
九
八
頁
の
注
の
3
）
。

　
　
ま
た
、
染
野
義
信
教
授
は
最
近
の
教
科
書
で
、
「
判
決
の
成
立
に
お
け
る
事
実
の
確
定
（
小
前
提
と
し
て
の
）
は
単
な
る
事
実
の
整
理
統
合
で
は
な
く
、
実
体
法
適
用
の
対
象
と
な

　
り
う
る
よ
う
に
構
成
す
る
過
程
で
あ
る
（
二
一
五
頁
以
下
を
み
よ
）
。
す
な
わ
ち
、
事
実
関
係
を
い
か
な
る
法
規
の
法
律
要
件
と
照
合
さ
せ
れ
ば
よ
い
か
を
構
成
す
る
過
程
で
あ
る
か

　
ら
、
前
提
間
題
は
、
法
規
照
合
の
面
か
ら
み
れ
ば
、
あ
く
ま
で
も
前
提
で
あ
り
、
構
成
す
べ
ぎ
事
実
と
い
う
小
前
提
の
概
念
の
中
に
含
ま
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
」
と
、
や
は
り
、

　
佐
々
木
教
授
、
竹
下
教
授
と
、
実
質
的
に
は
同
じ
と
思
わ
れ
る
批
判
を
し
て
い
る
（
民
事
訴
訟
法
（
一
九
六
九
年
）
一
六
五
頁
）
．

（
1
4
）
引
用
句
は
、
全
て
、
前
注
1
3
の
佐
々
木
論
文
で
あ
る
。
な
お
、
染
野
教
授
も
、
⑤
と
同
趣
旨
の
こ
と
を
説
い
て
い
る
（
前
注
3
の
論
文
一
六
七
頁
）
．

（
15
）
　
染
野
教
授
は
続
け
て
、
「
当
事
者
の
法
的
評
価
に
自
白
の
拘
束
力
を
認
め
る
と
、
た
と
え
ば
、
本
訴
の
訴
訟
物
が
除
斥
期
間
経
過
後
の
占
有
権
に
も
と
づ
く
請
求
権
の
主
張
と
の

　
み
評
価
し
う
る
場
合
に
、
そ
の
前
提
と
し
て
の
権
利
関
係
に
つ
き
当
事
者
の
法
的
評
価
に
よ
る
所
有
権
の
自
白
を
認
め
、
こ
れ
に
拘
束
力
を
認
め
る
こ
と
に
も
同
様
の
間
題
が
生
ず
る

　
の
で
は
な
い
か
。
」
と
述
べ
る
（
民
事
訴
訟
法
一
六
五
頁
）
。
な
お
、
教
授
は
、
「
権
利
自
白
も
判
決
成
立
の
小
前
提
と
し
て
自
白
と
し
て
の
拘
束
力
を
認
め
る
べ
き
だ
と
す
る
見
解
に

　
つ
い
て
は
以
上
の
よ
う
な
疑
問
が
提
起
さ
れ
る
」
が
、
「
自
白
の
概
念
自
体
を
拡
大
し
．
判
決
の
成
立
に
あ
た
つ
て
点
検
さ
れ
る
す
べ
て
の
事
項
ま
で
包
含
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
れ

ば
別
で
あ
る
」
と
さ
れ
る
（
前
掲
書
一
六
六
頁
）
。
ま
た
、
最
近
の
論
稿
で
は
（
前
注
3
の
一
六
八
頁
）
、
権
利
自
白
と
反
す
る
事
実
が
主
張
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
権
利
自
白
を
認
め
る

　
と
上
訴
の
理
由
に
な
る
と
述
べ
て
い
る
。

（
16
）
　
竹
下
教
授
（
前
注
3
の
論
文
九
八
頁
注
の
3
）
の
批
判
の
一
つ
で
あ
る
。
な
お
、
対
象
が
狭
く
な
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
前
注
15
の
染
野
教
授
の
主
張
の
後
半
を
参
照
せ

　
よ
。

権
利
自
白
論
（
一
）

三
五
　
　
（
二
一
〇
三
）



権
利
自
白
論
（
一
）

三
六
　
　
（
二
一
〇
四
）

（
1
7
）
　
な
お
、
さ
ら
に
積
極
説
に
立
つ
現
在
の
教
科
書
と
し
て
、
野
間
繁
教
授
「
増
補
・
民
事
訴
訟
法
要
論
）
（
一
九
六
八
年
）
一
八
九
頁
、
河
本
喜
与
之
教
授
「
改
訂
・
民
事
訴
訟
法

提
要
」
（
一
九
六
五
年
）
二
三
九
頁
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
．

　
　
村
松
俊
夫
教
授
に
は
、
「
訴
訟
上
か
ら
み
た
対
抗
要
件
の
意
義
」
（
中
村
宗
雄
教
授
還
暦
祝
賀
論
集
「
訴
訟
法
学
と
実
体
法
学
」
（
昭
和
三
〇
年
）
＝
二
九
頁
以
下
“
村
松
俊
夫
「
民

事
裁
判
の
理
論
と
実
務
（
民
事
裁
判
研
究
皿
）
一
七
七
頁
以
下
）
の
中
に
お
い
て
（
中
村
一
五
四
頁
”
村
松
一
九
三
頁
）
、
あ
る
い
は
、
「
裁
判
上
の
自
白
」
民
事
訴
訟
法
演
習
1
（
昭

和
三
八
年
）
一
二
二
頁
以
下
に
お
い
て
（
そ
の
一
二
六
頁
）
．
権
利
自
白
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
が
、
判
事
は
権
利
自
白
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
お
ら
れ
る
の
か
、
筆
者

　
の
間
題
意
識
か
ら
す
れ
ば
、
不
明
で
あ
る
（
鈴
木
俊
光
教
授
は
、
後
者
は
、
前
者
を
改
説
し
た
の
か
と
い
う
疑
問
を
提
出
し
て
い
る
（
前
注
2
の
論
文
一
三
五
頁
参
照
）
．
白
川
教
授
は

前
者
に
つ
い
て
鈴
木
教
授
と
同
じ
く
積
極
説
と
み
て
い
る
（
前
注
3
の
一
六
七
頁
参
照
）
）
．

　
　
ま
た
、
細
野
長
良
博
士
は
一
般
に
消
極
説
の
論
者
と
し
て
、
引
用
さ
れ
る
が
（
前
注
3
の
竹
下
論
文
、
白
川
論
文
）
、
昭
和
一
〇
年
に
刊
行
さ
れ
た
岩
波
の
「
法
律
学
辞
典
豆
」
の

　
「
自
白
」
に
つ
い
て
の
項
で
は
、
権
利
自
白
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
る
（
そ
の
一
一
五
七
頁
）
。

　
「
権
利
自
白
（
認
諾
、
詳
し
く
云
え
ば
請
求
以
外
の
認
諾
）
。
例
へ
ば
相
手
方
が
所
有
権
を
有
す
る
二
と
を
認
め
又
貸
主
た
る
こ
と
を
認
め
る
等
相
手
方
の
主
張
す
る
自
己
に
不
利
益

な
る
権
利
主
張
を
真
実
な
り
と
表
示
す
る
の
で
あ
る
。
此
の
点
の
効
力
に
付
て
は
法
典
に
特
別
な
る
規
定
は
な
い
が
、
民
事
訴
訟
法
第
二
〇
三
条
に
定
む
る
請
求
の
認
諾
の
規
定
よ
り

考
へ
ら
る
る
の
み
な
ら
ず
我
民
事
訴
訟
法
は
当
事
者
の
弁
論
主
義
即
ち
言
分
主
張
を
原
則
と
し
て
居
る
か
ら
、
其
の
一
致
し
た
主
張
を
其
の
通
9
と
し
て
裁
判
所
は
確
定
せ
ね
ば
な
ら

　
ぬ
。
其
の
権
利
自
白
の
取
消
に
付
て
も
、
後
に
事
実
自
白
に
述
ぶ
る
が
如
ぎ
取
消
原
因
を
証
明
し
な
け
れ
ば
、
取
消
し
て
も
自
白
通
り
に
認
定
せ
ら
る
る
に
至
る
の
で
あ
る
．
」
．

（
1
8
）
　
竹
下
論
文
（
前
注
3
論
文
九
一
頁
）
、
白
川
論
文
（
前
注
3
論
文
一
六
七
頁
）
参
照
。
な
お
細
野
長
良
博
士
に
つ
い
て
は
前
注
1
7
参
照
せ
よ
。
ま
た
、
片
山
通
夫
「
判
例
を
中
心

　
と
し
た
る
民
事
訴
訟
法
の
諸
問
題
第
一
巻
」
（
昭
和
七
年
）
八
六
頁
～
八
七
頁
も
、
消
極
説
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
江
口
新
「
裁
判
上
の
自
白
」
（
法
学
新
報
四
〇
巻
五
号
（
昭

和
二
年
）
三
一
頁
以
下
）
も
、
同
趣
旨
か
．

（
1
9
）
　
こ
れ
ら
積
極
説
、
消
極
説
、
通
説
た
る
中
間
説
を
含
め
て
、
具
体
的
適
用
に
お
い
て
、
大
差
が
で
て
こ
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
の
は
、
鈴
木
俊
光
教
授
（
前
注
2
論
文
≡
一
五

頁
）
、
住
吉
教
授
（
前
注
3
論
文
の
三
〇
頁
）
で
あ
る
．

（
2
0
）
　
こ
の
点
、
次
の
よ
う
に
憶
測
す
る
。
わ
が
民
訴
法
学
界
に
圧
倒
的
影
響
力
を
与
え
た
ヘ
ル
ヴ
ィ
ヒ
は
既
に
前
注
9
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
わ
が
国
の
通
説
た
る
中
間
説
な
の
で
あ

る
。
彼
の
権
利
自
白
の
記
述
を
平
面
的
に
．
把
握
す
る
と
、
一
方
で
は
積
極
説
に
な
る
し
．
他
方
で
は
い
わ
ば
消
極
説
に
な
り
う
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
ヘ
ル
ヴ
ィ
ヒ
は
、
一
方
で
は
、

事
実
自
白
、
権
利
自
白
（
広
義
）
の
差
は
対
象
の
差
に
す
ぎ
な
い
と
そ
の
親
近
性
を
い
い
な
が
ら
（
牙
蓄
β
H
」
8
）
。
撤
回
性
に
関
し
て
は
、
認
諾
の
中
に
事
実
自
白
が
含
ま
れ
て

　
い
な
い
場
合
（
含
ま
れ
て
い
る
場
合
は
、
そ
れ
は
Z
P
O
二
九
〇
条
の
適
用
を
う
け
る
）
、
自
由
に
撤
回
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
（
理
警
Φ
筥
）
同
」
鳶
）
。
拘
束
力
と
い
つ
て
も
、
か
よ

う
に
確
定
的
と
は
い
い
が
た
い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
後
に
本
文
て
述
べ
る
こ
と
と
関
連
す
る
が
、
権
利
自
白
の
間
題
は
、
一
面
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
を
物

　
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
2
1
）
　
竹
下
教
授
は
そ
の
す
ば
ら
し
い
自
白
に
つ
い
て
の
判
例
研
究
を
次
の
よ
う
に
結
ん
で
い
る
（
前
注
3
の
論
文
の
二
西
頁
～
一
二
五
頁
）
．
「
自
白
に
つ
い
て
の
判
例
理
論
を
概
観

　
し
て
み
る
と
、
そ
の
中
に
大
ぎ
く
一
↓
『
、
・
つ
て
二
つ
の
契
機
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
を
看
取
し
う
る
．
一
つ
は
自
白
の
も
つ
審
理
促
進
的
機
能
の
重
視
で
あ
り
、
他
は
裁
判
と
社
会
的
現
実
と

　
の
接
着
の
要
請
の
．
自
白
の
拘
束
力
に
対
す
る
優
位
で
あ
る
。
〔
中
略
〕
こ
れ
を
要
す
る
に
、
自
白
に
つ
い
て
の
判
例
理
論
は
、
　
一
方
、
訴
訟
の
迅
速
な
解
決
に
と
つ
て
の
自
白
の
技



術
的
有
効
性
を
最
大
限
に
利
用
し
つ
つ
、
他
方
、
徒
ら
に
自
白
の
拘
束
性
を
厳
守
し
て
裁
判
の
適
正
を
失
す
る
こ
と
な
か
ら
し
め
ん
と
の
、
二
つ
の
相
反
す
る
要
請
の
調
和
点
を
見
出

　
そ
う
と
す
る
哉
判
官
の
努
力
の
集
積
に
他
な
ら
ぬ
と
考
え
ら
れ
る
」
。

（
2
2
）
　
岩
松
・
三
ケ
月
的
積
極
説
で
は
，
権
利
自
白
の
撤
回
は
ど
う
な
の
だ
ろ
う
か
．
事
実
自
白
と
同
じ
規
律
に
従
う
の
か
、
あ
る
い
は
撤
回
自
由
な
の
か
。
こ
の
点
明
確
で
は
な
い

が
、
前
者
が
理
論
的
に
は
一
貫
し
よ
う
．
な
ぜ
な
ら
事
実
自
白
と
か
わ
り
な
い
と
い
う
こ
と
で
議
論
を
す
す
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
．
な
お
通
説
と
い
わ
ゆ
る
こ
こ
で
の
積
極
説
は
、

既
に
述
べ
た
よ
う
に
（
前
注
1
9
あ
る
い
は
2
0
）
、
大
差
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
視
点
に
立
つ
て
区
別
し
な
い
と
、
結
局
、
同
一
に
考
え
て
し
ま
う
。
例
え
ば
、
前
掲
（
前

注
2
参
照
〉
実
務
講
座
民
訴
編
第
四
巻
一
九
頁
、
前
掲
（
前
注
17
）
村
松
論
文
（
民
事
訴
訟
法
演
習
1
］
ニ
ニ
頁
）
で
あ
る
。
し
か
し
、
三
ケ
月
教
授
も
自
説
と
兼
子
説
を
対
決
さ
せ
て
い

　
る
よ
う
に
（
民
訴
法
三
八
七
頁
）
、
両
者
を
区
別
し
て
考
え
な
く
て
は
い
け
な
い
．
も
つ
と
も
、
三
ケ
月
説
も
消
極
説
に
な
ら
な
い
か
と
い
う
批
判
も
あ
る
（
本
文
二
三
頁
で
の
批
判
⑤
）
．

な
お
拘
束
力
・
撤
回
と
い
5
こ
と
は
、
自
白
に
つ
い
て
、
訴
訟
行
為
論
に
お
け
る
位
置
づ
け
を
お
こ
な
う
場
合
に
も
問
題
と
な
る
。
魯
旨
霧
Ω
。
一
駐
9
旨
騨
の
提
唱
に
よ
る
卑
－

且
蒔
巷
㎎
昌
摯
色
目
典
と
ω
。
£
蒔
琴
撃
富
民
H
毒
騎
に
よ
る
訴
訟
行
為
の
分
類
は
（
O
。
一
留
9
邑
舞
牢
粛
島
巴
の
図
Φ
魯
芭
品
①
（
一
8
α
）
｝
8
罵
）
、
今
目
、
大
方
の
支
持
を
う
け
て

　
い
る
が
（
例
え
ば
、
三
ヶ
月
民
訴
法
二
六
七
頁
以
下
、
及
び
そ
こ
で
引
用
さ
れ
て
い
る
文
献
．
劉
8
魯
冨
韻
あ
魯
蓄
プ
N
勺
閃
」
ρ
＞
島
ス
5
8
）
る
○
罵
）
、
ゴ
ル
ト
シ
ュ
、
、
、
ッ
ト
自

身
は
自
白
を
瀬
護
蒔
毒
鴨
言
呂
ξ
夷
と
考
え
て
い
る
の
に
対
し
（
ギ
。
N
＆
巴
m
図
9
騨
蟄
窒
合
N
N
勺
国
P
＞
島
ス
む
認
）
し
8
）
、
一
般
に
自
白
は
「
訴
訟
行
為
と
し
て
は
事
実

上
の
主
張
の
目
形
態
と
み
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
取
効
的
訴
訟
行
為
〔
筆
者
注
－
甲
＆
鱒
弩
鴨
富
匿
一
琶
巴
に
数
え
、
た
だ
消
極
的
な
形
で
判
決
の
基
礎
を
提
供
す
る
点
で
通
常

　
の
事
実
上
の
主
張
と
異
る
と
み
れ
ば
よ
い
　
（
ロ
ー
ゼ
ン
ベ
ル
グ
、
　
ニ
キ
ッ
シ
ュ
等
。
こ
れ
に
対
し
ゴ
ル
ト
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
請
求
の
放
棄
認
諾
と
同
列
に
み
、
与
効
的
訴
訟
行
為
と
す

　
る
、
：
－
岩
松
「
民
事
裁
判
に
お
け
る
判
断
の
限
界
」
法
曹
五
巻
三
号
二
一
九
頁
〔
筆
者
注
－
民
事
裁
判
の
研
究
一
三
〇
頁
の
注
2
7
〕
も
同
趣
旨
）
」
と
い
わ
れ
て
い
る
（
三
ケ

　
月
、
民
訴
法
三
八
九
頁
）
．
自
白
の
も
つ
、
裁
判
所
に
対
す
る
拘
束
力
（
審
判
権
排
除
）
、
当
事
者
に
対
す
る
拘
束
力
、
裁
判
の
基
礎
と
な
る
効
果
等
、
訴
訟
上
、
種
々
な
効
果
を
も
つ

　
自
白
の
本
質
如
何
と
い
う
間
題
で
あ
る
。

（
2
3
）
　
判
例
に
っ
い
て
は
注
3
の
論
文
を
参
照
せ
よ
。
な
お
注
1
8
の
片
山
論
文
、
村
松
俊
夫
教
授
「
総
合
判
例
研
究
叢
書
民
訴
法
ω
弁
論
主
義
」
（
昭
和
三
一
年
）
五
八
頁
も
、
判
例
に

　
つ
い
て
報
告
し
て
い
る
。

　
　
従
前
の
判
例
を
詳
細
に
分
析
し
た
竹
下
教
授
は
（
論
文
に
つ
い
て
は
注
3
、
分
析
し
た
判
例
に
つ
い
て
は
次
注
参
照
）
．
判
例
理
論
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
「
判
例
に
よ
れ
ば
、
端
的
に
法
的
効
果
の
み
が
陳
述
さ
れ
た
場
合
は
、
相
手
方
が
そ
れ
を
認
め
れ
ば
自
白
と
な
る
の
に
対
し
、
法
的
効
果
を
導
ぎ
出
す
過
程
た
る
法
規
の
存
在
の
確
定

　
及
び
法
律
要
件
へ
の
事
実
の
当
て
は
め
が
同
時
に
訴
訟
資
料
と
し
て
現
わ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
た
と
え
そ
の
結
果
と
し
て
の
法
的
効
果
に
つ
い
て
両
当
事
者
の
陳
述
が
一
致
し
て
も

　
自
白
と
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
（
後
者
の
場
合
に
、
こ
れ
を
権
利
自
白
な
る
が
故
に
拘
束
力
な
し
と
言
う
か
、
法
律
上
の
意
見
で
あ
る
か
ら
自
白
が
成
立
し
な
い
と
言
う
か
は
む
し
ろ

　
用
語
の
問
題
で
あ
る
）
．
」
（
前
注
3
の
論
文
の
九
六
頁
）
。

　
　
こ
れ
は
、
ま
さ
に
、
兼
子
説
と
、
大
差
な
い
で
あ
ろ
う
．

（
2
4
）
　
竹
下
教
授
が
分
析
さ
れ
た
判
例
は
次
の
判
例
で
あ
る
。
〔
〕
は
教
授
の
使
用
し
た
分
類
番
号
で
あ
る
。
（
）
は
筆
者
の
加
筆
の
部
分
で
あ
る
。

　
　
①
〔
二
〕
　
大
判
昭
和
一
六
年
二
月
一
三
日
法
学
二
巻
（
六
号
）
六
二
六
頁
。

　
　
②
〔
一
二
〕
　
大
判
大
正
七
年
三
月
七
日
民
録
二
四
輯
（
六
巻
）
三
七
九
頁
。

権
利
自
白
論
（
｝
）

三
七
　
　
（
一
二
〇
五
）



権
利
自
白
論
（
一
）

⑩⑨⑧⑦⑥⑤④③
〔〔〔〔〔〔〔〔
〇九八七六五四三
〕〕〕〕〕〕　〕　〕

　
な
お
教
授
は
、

⑪
〔
二
一
〕
最
判
昭
和
三
一
年
七
月
一
九
日
民
集
一
〇
巻

⑫
〔
ナ
シ
〕

東
京
地
判
昭
和
三
一
年
一
〇
月
一
〇
日
下
級
民
集
七
巻
（
一
〇
号
）
二
八
八
四
頁
。

東
京
地
判
昭
和
三
二
年
六
月
四
日
下
級
民
集
八
巻
（
六
号
）
一
〇
五
五
頁
。

大
判
大
正
九
年
四
月
二
四
日
民
録
二
六
輯
六
八
七
頁
。

東
京
控
判
大
正
八
年
二
月
三
日
評
論
八
巻
民
法
一
ニ
ニ
七
頁
．

大
判
大
正
八
年
八
月
一
八
日
民
録
二
五
輯
（
二
一
巻
）
一
四
九
〇
頁
．

大
判
明
治
三
七
年
一
〇
月
二
九
日
民
録
一
〇
輯
＝
二
七
〇
頁
。

東
京
地
判
昭
和
三
一
年
九
月
一
四
日
下
級
民
集
七
巻
（
九
号
）
二
五
一
六
頁
．

最
判
昭
和
三
〇
年
七
月
五
日
民
集
九
巻
（
九
号
）
九
八
五
頁
。

　
注
の
中
で
、
判
例
理
論
と
の
関
係
で
疑
間
が
あ
る
判
例
を
二
つ
あ
げ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
七
号
）
九
一
五
頁
。

大
判
大
正
四
年
九
月
一
八
日
新
聞
一
〇
五
二
号
二
五
頁
。

三
八
　
　
（
二
一
〇
六
）

（
付
1
）
染
野
義
信
教
授
の
「
わ
が
国
民
事
訴
訟
法
の
近
代
化
の
過
程
」
（
「
裁
判
と
法
」
上
巻
（
菊
井
先
生
献
呈
論
集
）
（
昭
和
四
二
年
）
四
九
三
頁
以
下
）
、
「
わ
が
国
民
事
訴
訟
制
度

　
に
お
け
る
転
回
点
－
大
正
一
五
年
改
正
の
経
過
と
本
質
ー
」
（
「
民
事
訴
訟
の
理
論
」
上
巻
（
中
田
先
生
還
暦
記
念
）
（
昭
和
四
四
年
）
一
頁
以
下
）
と
い
う
二
つ
の
論
文
が
、
そ
れ
で

　
あ
る
．

（
付
2
）
　
こ
れ
ら
の
経
過
内
容
等
に
つ
い
て
は
、
前
掲
染
野
論
文
（
裁
判
と
法
）
に
詳
し
い
．

（
付
3
）
　
現
行
フ
ラ
ン
ス
法
の
自
白
に
つ
い
て
は
、
江
藤
伏
泰
「
法
的
自
白
に
対
す
る
自
白
の
効
力
の
否
定
」
（
「
フ
ラ
ン
ス
判
例
百
選
」
（
ジ
ュ
リ
ス
ト
別
冊
二
五
号
）
（
昭
和
四
四
年
）

　
一
七
八
頁
以
下
）
に
解
説
が
あ
る
。

（
付
4
）
　
い
わ
ゆ
る
学
術
振
興
会
謄
写
資
料
中
に
「
民
事
訴
訟
法
議
案
」
と
「
民
事
訴
訟
法
草
案
其
ノ
ニ
』
と
い
う
の
が
あ
る
（
な
お
「
民
事
訴
訟
法
草
案
議
案
意
見
書
」
は
後
者
の
六

　
八
以
下
と
体
裁
は
多
少
異
な
る
が
内
容
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
）
。
後
者
の
「
民
訴
草
ノ
ニ
ノ
一
五
二
」
に
、
「
来
二
十
六
日
（
土
曜
日
）
会
議
案
（
民
事
訴
訟
法
草
按
議
案
第
一
九

号
V
報
告
委
員
ヨ
リ
呈
出
相
成
候
付
及
御
送
付
候
也
　
　
　
明
治
二
十
一
年
五
月
二
十
四
日
　
庶
務
担
当
報
告
委
員
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
民
事
訴
訟
法
草
案
議
案
第

　
一
九
号
は
そ
の
中
で
「
旧
第
二
百
六
十
三
条
（
削
除
）
…
：
（
削
除
ノ
理
由
）
　
…
…
其
他
四
ケ
条
〔
筆
者
注
i
旧
第
二
百
五
十
八
条
、
同
二
百
五
十
九
条
、
同
二
百
六
十
二
条
、
同

二
百
六
十
三
条
を
さ
す
〕
ハ
民
法
草
案
第
千
三
百
十
四
条
以
下
千
三
百
二
十
五
条
マ
テ
設
定
セ
ラ
レ
シ
ニ
付
キ
之
ヲ
削
除
ス
」
と
あ
る
。
同
じ
よ
う
に
、
二
百
六
十
四
条
か
ら
二
百
六

十
七
条
ま
で
が
「
民
法
草
案
第
千
三
百
六
十
三
条
以
下
千
三
百
六
十
九
条
二
定
メ
ア
ル
ヲ
以
テ
ナ
リ
」
と
い
う
理
由
で
削
除
さ
れ
て
い
る
（
「
民
事
訴
訟
法
草
案
議
案
第
二
十
号
」
。
こ

れ
に
は
十
九
号
の
よ
う
な
前
書
は
な
い
。
但
し
二
十
一
号
は
、
「
来
ル
ニ
日
（
土
曜
日
）
…
…
明
治
二
十
一
年
六
月
一
日
…
－
」
と
あ
る
）
。
前
者
即
ち
、
民
事
訴
訟
法
議
案
は
、
こ
の

会
議
案
に
基
、
つ
い
た
会
議
の
様
子
を
朱
筆
で
表
示
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
（
こ
れ
に
つ
い
て
の
根
拠
は
、
例
え
ば
同
・
民
訴
草
ノ
三
九
の
朱
字
を
参
照
）
．
二
百
六
十
三
条
に
つ
い
て

は
「
未
定
」
と
い
う
こ
と
が
頭
注
と
し
て
朱
筆
で
か
か
れ
て
お
り
、
最
後
に
「
五
月
廿
六
日
議
了
」
と
、
や
は
り
頭
注
と
し
て
朱
筆
で
か
か
れ
て
い
る
．
二
百
六
十
四
条
か
ら
二
百
六



十
七
条
に
つ
い
て
は
「
削
」
と
、
頭
注
と
し
て
朱
筆
で
記
載
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
こ
で
の
条
文
の
内
容
は
、
自
白
に
関
し
て
い
え
ば
、
多
少
の
字
句
の
違
い
が
あ
る
が
（
こ
の
差

異
は
興
味
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
テ
ッ
ヒ
ョ
！
草
案
を
再
検
討
し
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
の
で
あ
る
）
．
そ
の
内
容
は
、
テ
ッ
ヒ
ョ
ー
草
案
と
大
体
、
同
じ
で
あ
る
．
明
治

二
十
一
年
の
五
月
下
旬
に
、
自
白
に
関
す
る
規
定
は
、
民
法
に
譲
る
と
い
う
こ
と
が
き
ま
つ
た
こ
と
が
わ
か
る
．
た
だ
未
定
で
あ
る
二
百
六
十
三
条
三
号
（
現
行
法
二
五
七
条
相
当
、

Z
P
O
二
八
八
条
一
項
V
が
、
そ
の
後
ど
う
し
て
、
こ
れ
も
、
削
除
さ
れ
た
の
か
は
．
明
ら
か
で
は
な
い
．
右
の
資
料
は
、
「
民
事
訴
訟
法
再
調
査
案
」
の
一
段
階
前
の
も
の
と
思
わ

れ
る
。
テ
ッ
ヒ
ョ
ー
草
案
が
何
故
に
、
施
行
さ
れ
な
か
つ
た
の
か
、
ま
た
テ
ッ
ヒ
ョ
1
草
案
と
旧
民
事
訴
訟
法
典
と
の
関
係
等
に
つ
い
て
は
、
前
掲
染
野
論
文
（
「
裁
判
と
法
上
巻
」

所
収
）
に
詳
し
い
（
及
び
そ
こ
で
引
用
さ
れ
て
い
る
兼
子
論
文
）
．

（
付
5
）
　
薙
本
博
士
は
．
前
掲
の
論
文
の
中
で
こ
の
点
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
．
「
立
法
者
力
疎
漏
ニ
シ
テ
規
定
ヲ
設
ク
ル
ヲ
忘
失
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
カ
ト
云
フ
ニ
然
ラ
ス
。

〔
中
略
〕
現
行
民
事
訴
訟
法
制
定
ノ
際
立
法
者
力
特
二
此
ノ
規
定
ヲ
削
除
シ
タ
ル
ニ
徴
ス
ル
ト
キ
ハ
、
遺
忘
二
出
テ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
ト
ス
ル
ハ
、
最
モ
当
ラ
サ
ル
推
測
ナ
リ
．
サ
レ
ハ

ト
テ
立
法
者
ハ
旧
草
案
二
規
定
ス
ル
所
ト
ハ
全
然
反
対
ノ
意
見
ヲ
有
シ
タ
リ
ト
云
ヒ
、
若
ハ
自
明
ノ
理
ナ
リ
ト
シ
テ
之
ヲ
承
認
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
ト
云
フ
カ
如
キ
ハ
、
何
レ
モ
確
乎
タ

　
ル
論
拠
ヲ
欠
ク
モ
ノ
ト
云
ハ
サ
ル
可
カ
ラ
ス
．
妥
当
ト
見
ル
可
キ
推
定
ハ
、
立
法
者
ハ
裁
判
上
ノ
自
白
ハ
勿
論
広
ク
自
白
ノ
性
質
及
ヒ
効
力
二
関
ス
ル
研
究
ハ
、
全
ク
之
ヲ
学
説
及
ヒ

実
際
一
二
任
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
看
ル
ニ
ア
ラ
ン
」
（
前
掲
法
学
志
林
一
〇
i
二
頁
．
傍
点
省
略
。
）
な
お
博
士
は
、
こ
の
論
文
を
当
初
、
次
の
よ
う
な
大
き
な
体
系
の
下
に
、
執
筆
さ
れ

た
よ
う
で
あ
る
が
．
第
二
節
の
途
中
で
執
筆
を
や
め
て
し
ま
つ
て
い
る
（
前
掲
書
の
翌
年
の
八
月
号
、
即
ち
、
法
学
志
林
コ
巻
八
号
三
七
頁
以
下
で
あ
る
）
。
第
一
節
「
総
説
」
（
法

学
志
林
一
〇
巻
一
〇
号
）
、
第
二
節
「
民
事
訴
訟
二
於
ケ
ル
自
白
二
関
ス
ル
独
逸
ノ
学
説
ト
独
逸
民
事
訴
訟
法
ノ
規
定
ト
ノ
関
係
」
（
法
学
志
林
四
噌
巻
八
号
）
、
第
三
節
「
我
成
法
解

釈
論
ト
シ
テ
ノ
民
事
訴
訟
二
於
ケ
ル
自
白
ノ
性
質
及
効
力
」
、
第
四
節
「
結
論
（
附
大
審
院
決
定
ノ
批
評
）
」
。
第
二
節
の
議
論
が
詳
論
な
の
で
、
そ
れ
か
ら
し
て
も
ま
さ
に
未
完
が
惜

し
ま
れ
る
。
そ
の
後
の
博
士
の
自
白
に
つ
い
て
の
議
論
（
例
え
ば
、
判
例
批
評
録
第
一
巻
第
一
部
の
＝
二
「
裁
判
外
ノ
自
白
ノ
効
力
」
（
二
三
〇
頁
以
下
）
、
判
例
批
評
録
第
一
巻
第
二

部
の
一
八
「
裁
判
上
ノ
自
白
ノ
撤
回
」
（
四
五
四
頁
）
等
が
あ
る
）
は
、
民
訴
法
の
規
定
の
な
い
こ
と
を
述
べ
て
、
そ
れ
を
ど
う
考
え
る
か
に
は
述
べ
ず
、
直
接
、
議
論
を
進
め
て
い

る
（
判
例
批
評
と
い
う
も
の
の
制
約
と
も
と
れ
る
し
、
法
学
志
林
で
の
論
文
で
一
応
ふ
れ
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
．
し
か
し
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
博
士
は
こ
の
問
題
の
核
心
た
る

第
三
節
は
執
筆
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
）
。
な
お
博
士
の
自
白
論
の
中
で
、
興
味
あ
る
こ
と
は
、
前
掲
判
例
批
評
の
中
で
は
、
「
裁
判
外
の
自
白
」
に
つ
い
て
は
「
旧
民
法
ノ
規
定
ヲ
以

　
テ
法
理
ヲ
叫
串
ス
ト
為
ス
モ
ノ
タ
リ
」
（
前
掲
二
三
二
頁
）
と
主
張
し
、
裁
判
外
の
自
白
に
つ
い
て
効
力
を
認
め
て
い
る
の
に
対
し
（
参
照
せ
よ
、
旧
民
法
証
拠
篇
第
三
三
条
以
下
、

特
に
三
六
条
、
四
二
条
、
四
一
条
）
、
博
士
の
大
作
、
「
訴
訟
行
為
論
」
（
「
民
事
訴
訟
法
の
諸
間
題
」
所
収
）
で
は
、
「
法
理
上
ヨ
リ
云
ヘ
ハ
」
、
裁
判
外
の
自
白
に
、
効
力
を
認
め
る

見
地
ヲ
採
ル
ニ
拘
ハ
ラ
ス
、
」
、
「
現
行
法
ノ
解
釈
ト
シ
テ
ハ
、
　
望
昏
鍔
目
㌣
国
。
一
ξ
品
以
来
ノ
所
説
二
従
ヒ
、
又
請
求
ノ
認
諾
二
関
ス
ル
民
訴
第
二
二
九
条
ノ
規
定
ノ
精
神
二
参
酌

　
シ
、
前
示
ノ
類
推
解
釈
力
現
行
法
ノ
法
意
ナ
リ
ト
シ
テ
以
下
ノ
説
明
ヲ
試
ム
ヘ
シ
．
換
言
セ
ハ
我
訴
訟
法
中
二
『
口
頭
弁
論
ノ
際
、
当
事
者
ノ
一
方
力
相
手
方
ノ
為
シ
タ
ル
事
実
上
ノ

陳
述
ヲ
自
白
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
、
裁
判
所
ハ
自
白
二
基
キ
其
ノ
事
実
ヲ
真
ナ
リ
ト
シ
テ
裁
判
ス
ヘ
シ
』
ト
云
ヘ
ル
規
定
存
ス
ル
カ
如
ク
ニ
視
テ
以
下
ノ
説
明
ヲ
試
、
・
シ
ト
ス
。
」
と
述
べ

　
て
い
る
（
六
五
二
頁
）
点
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
．
自
白
に
つ
い
て
学
説
に
ま
か
せ
る
と
い
つ
て
も
、
や
は
り
、
そ
こ
に
は
採
る
ぺ
き
理
論
の
流
れ
の
あ
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
の

　
で
あ
る
．
即
ち
、
そ
れ
は
ド
イ
ッ
法
の
自
白
の
考
え
方
で
あ
る
．

（
付
6
）
　
現
行
民
法
が
、
な
に
故
に
、
旧
民
法
の
証
拠
篇
を
削
除
し
た
か
に
つ
い
て
は
．
い
わ
ゆ
る
学
術
振
興
会
謄
写
資
料
中
の
　
「
法
典
調
査
会
民
法
総
会
議
事
速
記
録
第
一
巻
」
の

　
「
明
治
二
六
年
五
月
二
日
第
二
回
法
典
調
査
会
委
員
総
会
議
事
速
記
録
」
（
総
会
一
ノ
ニ
六
か
ら
一
ノ
ニ
七
に
か
け
て
）
と
、
「
法
典
調
査
会
民
法
主
査
会
議
事
速
記
録
第
一
巻
」
の
「
民

権
利
自
白
論
（
一
）

三
九
　
　
（
二
一
〇
七
）



権
利
自
白
論
（
一
）

四
〇
　
　
（
二
一
〇
八
）

　
法
第
二
回
主
査
会
速
記
録
、
明
治
二
十
六
年
五
月
十
九
目
」
（
主
査
一
ノ
七
七
よ
り
一
ノ
八
七
に
か
け
て
）
の
所
に
，
そ
の
議
論
が
み
ら
れ
る
。

（
付
7
）
　
前
注
5
の
後
半
に
お
い
て
触
れ
た
。

（
付
8
）
　
染
野
教
授
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
．
「
こ
の
会
議
に
お
け
る
審
議
の
経
過
は
、
民
事
訴
訟
法
議
事
速
記
録
（
以
下
法
典
速
記
録
と
略
す
）
と
し
て
記

録
さ
れ
、
昭
和
一
三
年
学
術
振
興
会
の
謄
写
に
よ
つ
て
保
存
さ
れ
て
い
る
が
、
全
部
で
は
な
く
、
第
三
六
回
委
員
会
ま
で
、
内
容
は
第
一
編
第
二
章
第
四
節
『
訴
訟
代
理
人
及
び
輔
佐

人
』
ま
で
の
記
録
し
か
残
存
し
て
い
な
い
」
（
前
掲
民
事
訴
訟
の
法
理
上
の
一
九
頁
注
の
8
）
の
で
あ
る
。

（
付
9
）
勿
論
、
詳
し
く
資
料
を
検
討
す
れ
ば
、
何
か
、
で
て
く
る
こ
と
は
十
分
期
待
で
ぎ
る
。
後
日
の
間
題
と
し
て
お
く
。

（
付
1
0
）
　
民
事
訴
訟
法
改
正
調
査
委
員
会
議
事
速
記
録
よ
り
．
こ
の
点
に
つ
い
て
の
議
論
を
み
て
み
よ
う
（
大
正
一
三
年
一
〇
月
二
四
日
の
所
五
二
二
～
五
二
七
頁
）
。

松
岡
義
正
「
：
…
本
案
の
二
百
二
十
二
条
は
現
行
法
の
二
百
十
八
条
に
当
る
所
で
あ
り
ま
し
て
．
是
に
現
行
法
に
附
加
へ
る
に
当
事
者
の
自
白
し
た
る
事
実
と
云
ふ
文
字
を
以
て

し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
さ
う
し
て
此
証
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
事
実
を
絃
で
明
ら
か
に
致
し
ま
し
た
、
…
…
」
（
五
二
二
頁
）
。
（
筆
者
注
i
な
お
こ
こ
で
い
う
二
百
二
十
二
条
と
は
現

行
法
二
五
七
条
の
こ
と
で
あ
り
、
現
行
法
二
百
十
八
条
と
は
旧
民
訴
法
二
一
八
条
「
裁
判
所
に
於
テ
顕
著
ナ
ル
事
実
ハ
之
ヲ
証
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
セ
ス
」
の
こ
と
で
あ
る
）
。

　
　
原
嘉
道
「
自
白
し
た
る
事
実
は
証
す
る
こ
と
を
要
せ
ず
と
あ
り
ま
す
が
、
之
は
現
行
法
に
は
別
に
斯
う
云
ふ
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ぬ
が
之
は
何
か
書
く
必
要
が
あ
り
ま
す
か
。
」

　
　
松
岡
義
正
「
之
を
書
く
必
要
は
立
証
責
任
の
問
題
に
関
係
を
有
し
ま
す
か
ら
、
そ
こ
で
自
白
し
た
事
実
が
あ
り
ま
す
れ
ぽ
自
分
の
相
手
方
が
自
白
す
れ
ぱ
立
証
す
る
こ
と
は
し
な

　
い
で
宜
い
．
立
証
責
任
の
問
題
を
解
決
す
る
必
要
が
あ
る
。
」

　
　
原
嘉
道
「
自
白
し
た
事
実
に
付
て
は
立
証
は
要
ら
ぬ
か
ら
自
白
し
た
事
実
は
証
せ
ず
と
云
ふ
こ
と
を
書
く
必
要
が
あ
り
ま
す
か
、
明
か
に
争
の
な
い
こ
と
は
為
さ
ざ
る
も
の
と
看

　
倣
す
と
云
ふ
こ
と
が
あ
ゑ
さ
う
云
ふ
規
定
か
ら
見
て
も
争
は
ぬ
と
云
ふ
も
の
に
立
証
責
任
の
な
い
こ
と
は
当
然
の
や
う
に
思
ふ
、
殊
に
斯
う
云
ふ
こ
と
を
書
く
と
自
白
し
な
く
て

　
も
争
は
な
い
や
う
な
こ
と
に
関
す
る
こ
と
も
亦
書
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
や
う
に
な
り
は
せ
ぬ
か
．
」

　
　
山
内
確
三
郎
「
そ
れ
は
法
典
調
査
会
案
の
三
百
十
一
条
に
あ
る
．
」
（
筆
者
注
－
ー
－
前
変
の
E
の
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
．
）
（
以
上
五
二
六
～
五
二
七
頁
）
。

　
こ
れ
だ
け
で
議
論
が
終
つ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
第
五
一
回
帝
国
議
会
民
事
訴
訟
法
改
正
法
律
案
委
員
会
速
記
録
（
抄
）
（
昭
和
四
年
司
法
省
民
事
局
発
行
）
に
よ
つ
て
も
、

池
田
寅
二
郎
政
府
委
員
は
、
大
正
一
五
年
二
月
二
四
日
の
委
員
会
の
席
上
、
次
の
よ
う
に
証
拠
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
．
即
ち
、
「
第
三
節
証
拠
、
と
致
し
ま
し
て
総
則
、
証
人
訊

間
、
鑑
定
、
書
証
、
検
証
、
当
事
者
訊
問
証
拠
保
全
、
是
だ
け
七
個
の
項
目
を
規
定
し
て
居
り
ま
す
．
現
行
法
と
大
体
同
じ
こ
と
に
な
つ
て
居
り
ま
す
」
と
い
つ
て
（
四
三
六
頁
）
、

自
白
に
つ
い
て
の
規
定
は
全
く
問
題
と
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
民
訴
法
改
正
に
際
し
て
、
発
表
さ
れ
た
多
く
の
論
稿
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
法
曹
会
雑
誌
八
巻
一
二
号
五
七
四
頁
以
下

に
文
献
目
録
が
あ
る
）
の
全
て
を
み
た
訳
で
は
な
い
が
、
代
表
的
な
も
の
を
み
て
も
、
特
に
、
問
題
と
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。


